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フルベ族 の牧畜 と農耕 をめ ぐる諸問題

ジ ェンゲルベ ・グループの

　　　　　　　　 生業に関す る民族誌的研究.

小 川 了*

Some Problems of the Pastoralism and Agriculture of the 
 Ful6e  Jenngel6e of Senegal: A Case Study 

                Ryo  OGAWA

   Traditionally the  Ful6e were a pastoral people of the Sahelian 
Region of West Africa. The so-called pure Ful6e (Bororo) remain 
as nomadic pastoralists in Niger and Chad, but most other  Ful6e 

groups now practice rainy season agriculture in addition to their 
traditional cow-centered pastoralism. The economic activities of 
the  Jenngel6e, for example, a Ful6e group living in Jolof, Senegal, 
focus principally on pastoralism, but they also cultivate small millet 
and other crops during the short rainy season. In the dry season, 
which lasts for almost eight months, many of Jenngelbe travel with 
their herds in search of forage and water. 

   Recently  Ruddle  11979] surveyed the present situation of 
dryland pastoral economies, indicating some of the problems of 

pastoralism, and suggesting various management solutions to 
preserve and enhance traditional pastoral nomadism as a viable 
adaptive strategy. My study, partly suggested by Ruddle's paper, 
attempts to analyze some of the problems which arise in the tradi-
tional pastoral life of the  Jenngel6e. 

   Climatically, the Jolof of Senegal is in the Sahelian Region. 
It receives a scant and sparsely distributed rainfall of 400-500 mm/ 

year. Since the beginning of this century, the Wolof people, who 
are agriculturalists, settled heavily in this region. The Jenngel6e 
were slowly "Wolofisized"; most of them abandoned their tradi-
tional style of simple house-building and adopted the Wolof 
housestyle, and began small-scale cultivation of small millets for 
subsistence purposes.
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   The Wolof people, who do not herd cattle, cultivate large 
fields which they relocate or enlarge constantly, since the fields are 
not fertilized by cattle droppings. Their fields  are, therefore, not 
enclosed. 
   The Jenngel6e, on the other hand, have many cattle and 
enclose their fields to protect them from the animals. In addition, 
their fields are small and do not need constant relocation because 
they are fertilized with cattle droppings. Therein lies a conflict 
between the pastoralists and the agriculturalists. Moreover, en-
larging the cultivated area diminishes the available pastures. 

   In the dry season, most Jenngel6e move with their livestock. 
For some this is short distance transhumance in the Jolof Region. 

Others move to the large urban centers in the Sine-Saloum Region, 
such as Kaolack, about 200 km from Jolof. Yet other people 
relocate with their herds to the small towns and villages of the Baol 
Region. 
   My field research showed that the people who move to the 
Baol Region have retained a complementary relationship with the 
Wolof, as manifested in the exchange of pastoral products such as 
milk and cattle dung for agricultural products and water. Those 
who practice transhumance in the Jolof or who go to Kaolack no 
longer expect to maintain this relationship. 

   In this paper, I have attempted to show the  ecological  condition 
of the Jolof, have considered the reasons for the agriculturalists' 
increasing settlement in Jolof, and have described the impact of 
monetization on the pastoral mode of life.

1.は じめ に

1.Ruddle論 文 を ふ まえ て

2.本 稿 の構 成 につ いて

皿.セ ネ ガ ル にお け る サヘ ル地 域 の 環境

　1.気 温 と降 雨 量

2.植 物 相

3..人 々 と家 畜

皿.季 節暦 と活 動 の サ イ クル

　L　 ndunngu

　2.kaωleお よ びdabbunde

　3.　 ceedu

　4.demmunaareお よびsetselle

IV'.雨 季 の農 耕

　1・ 主要 農 作 物

　 　(1)　 トウジ ン ビエ,Pennisetum　 typhoideum

　 　(2)落 花生,Arachis hypogaea

　 　(3)補 助 的 農作 物

　2.　 トウ ジ ンビエ の耕 作

V.牧 畜

　1.雨 季 の放 牧

2.kawle,　 dabbunde,そ してceeduの 初 め頃

3・ 乾季 の移 牧

W.考察-結 論 に か えて

・1.ジョロ フ地方 へ の 農 耕民 の進 出

　2.overgrazingと 牧草 地 の劣 悪 化
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1.は じ め に

1.Ruddle論 文 を ふ ま え て

　 牧畜 民 社 会1)の 研 究 にあ た って は まず そ の人 々が住 む 自然環 境 を考 察 す る こ とが 重

要 で あ る ことは 多 くの 研究 に しめ され て い る[IMANIsHI　 1954;GuLLIvER　 l　955;

DYsoN-HuDsoN　 1966;SPooNER　 1973]。 この ことは どの よ うな社 会 を研 究 す る場

合 に も大 切 な こ とで は あ ろ うが,牧 畜 民 の場 合 は特 に,乾 燥,な い しは半 乾 燥 と い う

環 境条 件 の厳 しい 土 地 を 彼 らの生 活 の 主 舞 台 と して い る こ とを考 え る と明 白 に理 解 さ

れ る。 彼 らは人 間 が 直 接利 用 しう る 自然資 源 に乏 しい地 域 に お いて,家 畜 を通 して 資

源 を活 用 す る とい う適応 を な しと げた の で あ る[梅棹 　 1976]。

　 さて,牧 畜 民 は 現在 もな お世 界 総 陸地 面 積 の3分 の1以 上 に及 ぶ 乾燥,あ る い は半

乾 燥 地 域 で そ の生 業 を続 けて い るの で あ るが,近 代 文 明 の発 達 に と もな って さ ま ざ ま

の 問題 を もつ に至 った。

　 牧 畜 民 社 会 の危 機 につ いて は梅棹[1976:39-41,155-157]も 指摘 した と お りで

あ るが,最 近,Ruddleは 牧 畜 とい う生 業 形 態 の 危 機 につ いて 大 変 要領 よ く整 理 され

た論 文 を 発 表 して い る[RUDDLE　 l979]。 この論 文 は 牧 畜 とい う生 業 形 態 が 直 面 し

て い る諸 問題 を 列 挙 す る と同 時 に,そ れ らの問 題 へ の解 決 策 を 呈 示 して い る と い う点

で学 ぶ と こ ろ多大 の ものが あ る。 た だ,Ruddleの 論 文 は 牧 畜民 一 般2)に 共 通 す る基

本 的 な問 題 を と りあ げ,そ れ に対 す る共 通 の 解 決策 を示 す もの で あり,Ruddle自 身

述 べ て い る よ うに個 々 の牧 畜 民 は そ れ ぞれ 具 体 的 な個 別 の問 題 を 抱 え て お り,し た が

って そ の解 決 策 も当然 少 しつ つ異 な った もの とな るで あ ろ う。

　 本 稿 はRuddleの 論 文 に 示唆 を受 け,Ruddleが 一 般的 な 問題 と して 示 した諸 事 項 に

対 し,ひ とつ のケ ー ス ・ス タデ ィ と して セ ネガ ル の フル ベ族,ジ ェ ンゲル ベ ・グ ル ー プ3)

1)牧 畜民,特 にnomadsと いった場合,「 牧畜文化」 と規定 して考えることに対 して は注意が

必要で あることをSpoonerは 指摘 して いる[SPooNER　 l973:3]。 つまり,「すべて」の牧畜

民に共通 した文化相,あ るいは社会組織 というもの も,ま た,牧 畜民に しかみ られない とい う

文化相 もないか らである。 しか し,「牧畜文化」 という言葉を使 うことの適,不 適 は別 にして,

牧畜民 に 「一般的」 にみ られ る特質 は存在するよ うである[cf.　GoLDscHMIDT　 1979:24]。

2)主 と してア フリカの牧畜民についてではあるが。

3)人 口500万 か ら600万 と推定 されるフルベ族が西ア フリカのサヘル地 域一帯で牧畜を伝統的 な

生業 と しなが らも多 くの地域で農耕を も営む人 々であることは周知の とおりであるが,こ こで
セネガルの ジェンゲルベ,Jenngel6e,グ ループ というのは文化的 に等質性を維持 しているひと

つの集団である。伝説に残 る始祖を共有 しているという意味で ひとつのクランといって もよい

と思 うが,む しろセネガルにい るフルベ族の他のグループ,ハ ーボーべ1%伽066,ラ ッチェナ
ーベLaccenaa6e

,と の意識 された文化的な差異を考慮 して,ひ とつのcultural　groupと してグ
ループとい う語を用いる。 ジ ョロフ地方にいるフルベ族 はそのほとんどが ジェンゲルベ ・グル
ープの人 々である

。
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に関して考察を加えようとするものである。
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　 2.本 稿の構 成 につ いて

　本稿はRuddlcの 論文を念頭においた上で,ジ ェンゲルベ ・グルーフ。の人々が牧畜

民として直面している問題を考察することを主目的としている。しかしながら筆者は

副次的な目的としてジェンゲルベ ・グループの生業に関して民族誌的な記述をするこ

とをも考慮に入れている。つまり,本 稿の前半部ではジェンゲルベ ・グループに関し

て,そ の生業を中心に記述することによって,後 半部の考察を導 く基盤にしようとす

るものである。ただし,「謝辞」の中に記 したとおり,本稿が基盤としている調査4)は

やむを得ない事情により予定の期間半ばにして中断せざるを得なかった。そのため資

料は完全なものとはいえず,本 稿の執筆中,筆 者自身しばしば資料の不足を痛感 した

ことを卒直に認めざるを得ない。それをあえてここに発表するのは今後に残された問

題点をみずからに明確にしておきたいためにほかならない。 したがって前半部,つ ま

り民族誌的記述の部分は予報,あ るいは中間報告として読んでいただければ幸いであ

る。

　本稿の題名は 「フルベ族の牧畜と農耕をめぐる……」となっているが,筆 者は牧畜

という生業により多くの関心をもっており,本 稿の記述についても農耕に関するもの

よりは牧畜に関する記述により多 くの比重がかけられていることを付記 しておきたい。

∬.セ ネガル にお けるサヘル地域 の環境

　 ア フ リカ大 陸 の もっ と も西 の端 に位 置 す る国,セ ネガ ル は 地 形 的 に は平 端 な 国 で あ

る。 セ ネ ガ ル の東 南 部,ギ ニ ア と マ リに境 を 接す るセ ネガ ル ・オ リエ ンタル地 方 に は,

わず か な が ら400メ ー トル を越 え る山 岳部 が あ るが,そ れ を 除 け ば セ ネガ ル全 土 は海

抜30メ ー トル か ら50メ ー トル の 間 で なだ らか な起 伏 を く りか え す砂 土 の多 い平 地 で 占

め られ て い る とい って よい 。

1.気 温 と 降 雨 量

　 セ ネガ ル 全 土 に つ いて 降 雨 量 に もとづ き気 候 区分 をす る と,南 か らギ ニ ア湾 熱帯 降

雨林(年 間 降 雨 量1,500mm以 上),つ づ い て ス ーダ ン型 気 候 帯(降 雨 量700　 mm～

4)本 稿の もととなっているフィール ドで の調査は主 として1979年10月 か ら1980年2月 末までの

　 問の五 カ月 の うち四カ月 間にお こなわれた。 その他 に1974年,1975年 の7月,8月 にお こな っ

　 た調査での資料 も若干ふ くめ られている。
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図1　 セネ ガル 全 土,等 雨 線 と植 生 によ る気 候 帯 区分

　 　 (Adams　 et　al.[1965:211-212ユ に も とづ き作 図)

1,500mm),そ して 北 部 は サ ヘ ル型 気 候帯(降 雨 量700　 mm以 下)と よば れ る三 つ

の気 候 帯 に大 き くわ け られ る。 ち なみ に セ ネガ ル の 最南 部,ジ ガ ンシ ョー ル の付 近 一

帯 で は1年 に1,800mmの 降 雨 量 が あ る一方,北 部 の セ ネガ ル 河流 域 一 帯 で は300

mm前 後 にす ぎ な い(図1)。

　 1年 の気 候 は 雨 季 と乾季 のふ た つ に は っき りわ か れ る。 雨 季 はだ い た い7月 か らIO

月 ま で の間 の3～4カ 月間 で,そ の他 の期 間 はほ とん ど全 く雨 の降 る こ との な い乾 季

で あ る。

　 筆 者 が これか ら述 べ よ うとす る フル ベ族,ジ ェ ンゲ ル ベ ・グ ル ー プの 人 々は サ ヘル

型気候帯を中心に,年 間を通 しての

牧畜と雨季の間だけの農耕とを生業

としている。そこでサヘル型気候帯

についてさらに詳 しくみてみよう。

　セネガルのサヘル型気候帯は北の

セネガル河を境にしてサハラ砂漠 と

接 している。筆者が調査をした リン

ゲール県について年間の気温を示す

と次のとおりである(図2)。

　最高気温は年間を通 して30。Gを

超 しており,特 に4月,5月 は東北

図2　 リンゲール における年間気温(。C)1978年

　　 　 注)セ ネガル共和国,都 市計画 ・運輸 ・

　　 　 　 　公共事業省,気 象部において与え ら

　　 　 　 　れた数字 にもとづき作図
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表1リ ンゲールにお ける隔 量(㎜)

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 1934年 ～1954年 に関 して

月

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12 .月

年 合 計

平　　均降 雨 量

　 0

　 0.3

　 2.2

　 0.1

　 3.7

25.4

99.5

217.5

129。6

49.3

　 4.6

　 1.7

533.9

平　　均
降雨日数

0

0.2

0.2

0。1

0.6

3.2

8.6

12.9

10。2

4.0

0.7

0.4

41.1

最高雨量

　　1.4

34.5

43.8

　　1.1

31.5

104.2

198.3

395.3

278、9

195.5

32.1

30.9

最低雨量

　0

　0

　0

　0

　0

　0

45.4

46.9

58.4

0.4

　0

　0

853.6 204.7

Grosmaire[1957:21]の 数 字 によ る

の サ ハ ラ砂漠 か ら熱 風 が ふ きつ け非 常 に暑 い。 しか もそれ は 乾燥 した 風 で あ り,人 々

は肌 に ヒ ビが は い る よ うだ とい う。 この 時 期 に は 日陰 で も 日中40。Cを こえ る こ とが

多 い。7月 に は い り,雨 季 に な ると雨 の 降 った 直後 は気 温 が 下 が り,し の ぎや す い。

図3　 リンゲールにお ける降雨量

　 　 1934～1954年 の期間 につ いて

サヘルの雨は雷鳴をともなった験

雨のように突然やってくることが

多い。大粒の雨が短時間に集中し

て降る。野原のあちこちに小さな

池となって表面水を形づ くるが,

雨があがるとその乾燥 も早い。再

び乾季にはいると夜の気温はかな

り下り,最 低温度の月間平均が12

月,1月 には18。C前 後である。

時には100C以 下に下ることもあ

る。

　次に降雨量についてみるとサヘ

ル型気候帯は年間降雨量500mm

の等雨線を中心とした帯状になっ
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て い る。 や は り リンゲ ール で の降 雨 量 を 次 に示 す(表1,お よび 図3)。

　 表1は1934年 か ら1954年 の21年 間 に つ い て示 され た 統 計 で あ る。 年 平 均 降 雨量 は

533.9m宝nで あ るが,こ れ は あ くまで も21年 間 につ いて の 平 均 で あ り,表 の最 下 欄 に

示 した とお り,も っ と も雨 量 の 多 か った年 に は853.6mm降 って お り,逆 に も っと

も雨 量 の 少 な か った年 には204。7mmし か 降 って い な い 。 この よ うに サ ヘル 気 候 帯

の雨 量 に 関 して は平 均 値 は ほ とん ど基 準 に な らない 。

　 また,1968年 以 降,1973年 まで 西 ア フ リカ の サ ヘル 地 域 一 帯で 大 旱魑 が お こ り[c£

中村 　 1980]家 畜 の み な らず,人 々 も飢 え とか わ き に苦 しみ,死 者 が 多 く出 た こと は

気 憶 に新 しい が,セ ネガル も例 外 で は なか った。1969年 か ら1977年 まで の 雨 量 を示 す

と次 の と お りで あ る(表2,お よ び図4,リ ンゲ ール で の 観 測)。

　 1969年 に679mm降 った 後,1977年 ま で の9年 間 に400　 mm以 上 降 った の は1975

年 だ け で あ る。1970年 には297mmと 落 ち こみ,そ の翌 年 は328　 mm,続 い て245

mm,255　 mm,330　 mm,と5年 間 に わた って 降 雨量 は少 なか った。 こ の9年 間 に つ

い て の平 均 降 雨 量 は370mmで しか な い。1934年 か ら1954年 まで の 平 均 降 雨量534

Mmに 比 す る と大 き な差 で あ る。

　 更 に注 意 しな け れ ば な ら ない の は,た と え年 間 降 雨 量 と して は か な りの量 が 降 って

いて も,そ れ が1回 の雨 季 の 間 に ど れ だ け平 均 して 降 るか とい う こ とで あ る。 皿章 お

図4　 リンゲールにお ける降雨量の推移　 (1969年 ～1977年)
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表2　 リ ン ゲ ー ル に お け る 降 雨 量(mm),降 雨 日 数 (1969年 ～1977年)

　 　1969

降薩 腰

　 　1970

隔量腰

　 　 1971

降雨劃 額

1972 1973 1974 1975 1976 1977

月 師劇額 隔量腰 降薩 腰 隔劃甑 降雨到 髄 隔副額
噛

　 1　 月

　 2　 月

　 3　 月

　 4　 月

　 5　 月

　 6　 月

　 7　 月

　 8　 月

　 9　 月

　10月

　11月

　12月

　 2.8

　 5.5

11a　 1畠

293.6

146.2

117.8

1

1

16

19

9

6

　 　 職

17.8

88.7

106.3

74.0

　 8.2

　 2.1

2

10

13

9

3

2

　 0.3

　 　 -

　 0.6

　 1.4

82.7

120.6

103.0

19.2

　 0.5

1

1

2

6

13

10

1

1

7.2

46.0

54.9

72.9

45.4

19.0

1

6

2

6

4

4

49.6

120.5

85.3

一

6

15

9

　 5.6

44.5

169.9

80.0

30.0

2

8

14

9

2

　 1.9

17.5

256.1

129.8

72.5

　 1.1

1

2

14

11

7

2

　 2.6

　 4.1

　 0.2

　 2.0

　 6.6

77.6

133.5

94.2

51.7

　 1.0

　 5.2

　 2

　 1

　 1

　 1

　3

　4

13

.15

　 4

　 1

　 2

　 5.6

　 8.9

54.8

191.6

78.5

1

3

7

6

11

年合計 679.0 52 297.1 39 328.3 35 245.4 23 255.4 30 330.0 35 478.9 37 378.7 47 339.4 28

セネガル共和国,都 市計画 ・運輸 ・公共事業省,気 象部において与え られた もの。



小川　 フルベ族の牧畜と農耕をめぐる諸問題

よ びW章 で 詳 し く述 べ るが サ ヘ ル地 域 で の 耕 作 は 雨季 の間 だ け にお こな われ る。 雨 季

の間,3～4カ 月 に雨 が な ら して少 しず つ 降 れ ば 問題 は な いが,往 々に して そ の よ う

に順 調 には 降 らな い。 降 る時 は 一度 に大 量 に降 り,そ の 後2～3週 間 日照 りが続 く こ

と もめず ら し くは な い ので あ る。

　 また,空 間 的 にみ て も多 くの 問 題 が あ り,雨 は 往 々に して局 地 的 で あ る5)。30～40

kmは な れ ただ けで極 端 に雨 量 が異 な る こ と も稀 で は ない 。 ちな み に1971年,1972年

の旱魃 の際,リ ンゲ ー ル で は先 の表 に示 す とお り,328mm,245　 mmの 量 が降 って

い るが,リ ンゲ ール か ら約80　 km北 上 した 地 点 の フ ェテ ・オ レ村 近 辺 で は1971年 に

202mm,1972年 に 至 って は33　 mmと ま さ に大旱魃 の状 態 にな って い る[PouPoN

1976:96]o

　 表1お よ び表2に よ って わ か る よ う に,時 に例 外 的 に乾 季 の 間 に わず か なが ら雨 が

降 る こ とが あ る。 セ ネガ ル で は これ は 「マ ンゴ ーの雨 」 と呼 ば れ て い る が,こ の乾 季

の雨 は決 して良 い結 果 を もた ら さな い。 こ の地 方 で は収 穫 した 穀物 は屋 内で は な く,

畑 の 中 に木 の枝 を編 ん で 作 った 穀倉 に た くわえ られ る。 乾 季 の間 に 雨 が 降 る と穀 倉 に

水 が しみ こみ穀 物 は そ の中 で 発 芽 し,腐 るの で あ る。 した が って 乾 季 の雨 は マ イ ナ ス

の 要 因で こ そあ れ,プ ラスで は な い。

2.植 物 相

　 一 年 の うち,3～4カ 月 の 雨 季 だ け に約400mm前 後 の降 雨 量 しか な い セ ネ ガ ル

のサ ヘ ル地 域 で は,草 は そ の年 最 初 の 雨(7月 半 ば 頃)が 降 る と同 時 に生 え は じめ る。

そ して 雨季 の終 る10月 半 ば に は もう枯 れ は じめ る。 大 地 が 草 で お おわ れ るの は 約2カ

月 半 しか な い。 乾 季 の8カ 月 間 は前 年 雨 量 の 多 か った と こ ろで は枯 草 に め ぐま れ るが,

そ うで な い と ころ は,し ば しば地 肌 の 露 出 した裸 地 に近 い状 態 に な り,そ こに お お む

ね4～6mの 高 さ しか ない 中 木 を 中心 に した 木 々が生 えて い る。木 々は密 生 す る こ と

は な く,疎 林 で あ る。

　 植 生 につ い て全 体 的 な景 観 か ら特 に 目立 つ もの を記 す と次 の とお りで あ る。

　 高木(10m前 後)と して はBombacaceaeのAdansonia　 digitata,　Bombax　 costattim,

SterculiaceaeのSterculia　 setigeraな ど が所 々 に見 られ るが,サ ヘル 地 域 で は決 して 多 い

もの で は ない 。AnacardiaceaeのLannea　 acidaも 散 見 さ れ る。 人 々の話 に よ る と,か

つ て はか な り多 か つた が こ こ10年 程 で 枯 れ た もの が 多 い と い う 。.BalanitaceaeのBala-

5)や は りサヘル地域において主 として ラクダ牧畜をおこな う トゥア レグ族 はその諺に,「 雨 は

　 普通,ウ シの角1本 をぬ らし,も う1本 の角 はぬ らさない。」という。 雨が空間的にも大変不

　 均一で あることを端的に表わ している[cf・　BERNus　 1979:68]。
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nites　aeg■Ptiaca,お よ びLegerminosaeのAcacia　 raddianaは か な り の 高 木 に な り
,サ ヘ

ル 地 域 に 多 くみ られ る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

'中 木(2～3mか ら6～7　 m)と して,も っ と も 目立 つ の はLeguminosaeの 木 々で,

Acacia　 senegal,・4.　 albidaな ど で あ る が,そ の 他,:CombretaceaeのCombretum　 micranthus ,

0・acecleatum,　 Guiera　 senegalensis,　 TiliaceaeのOraeωia　 bicolor,　LegecminosaeのBatthinia

rufescens,　 AsclepiadtzceaeのCalotropis　 Proceraな ど もか な り 多 い 。

写真1　 雨季の景観。 手前右側に(泌 磁 緋〃,その他禾本

　　　　科の草が地をおおう。　 t　　 (1974年8月 撮 影)

写真2　 乾季の初 め頃 の景観。禾本科 の草が枯れた まま残

　　　　っている。手前右はBalanites　aeg!Ptiacaの幼木。

　　　　　　　 　　　　　　　　(1979年11月21日 撮影)
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　 草 に つ い て み る と,雨 季 の 間 に も っ と も 目立 つ の はLeguminosaeのCassia　 toraで

あ る が,雨 季 が あ け る とC.toraは 小 さ な 池 が で き て い た 付 近 で は 背 高 くの び て い る

が,そ れ 以 外 の 所 で は 枯 れ て し ま う。 雨 季 が あ け る 頃,GramineaeのCenchrZts　 bzJfiorZtS,

お よ び,Eragrostis　 pilosaが 目 立 つ 。 そ の 他,や は りGramineaeのAristidu　 longZ70ra,

A.sti　 oidesな ど も多 い 。

　 そ の 他,地 を は う 植 物 と し てAnacardiaceaeのHeeria insignis,　 EaphorbiaceaeのPhyl-

lanthus niruri,　 ConvolvalaceaeのJacguemontia tamnifolia,　 LeguminosaeのCrotalaria

Perrottetii,　AsctepiadaceaeのLePtadenia　 hastata,　 Zygoph11aceaeのTributlus　 terrestrisな

ど が あ る(全 体 的 な 景 観 と して 写 真1,お よ び 写 真2を 参 照)。

3.人 々 と 家 畜

　 この 章 の最 後 に この リ ンゲ ー ル県 に住 む人 々 と家 畜 に つ い て簡 単 に記 して お こ う。

リンゲ ール県 とは現 在 の行 政 区 分 の ひ とつ で あ る が,か つ て この地 方 にあ った ジ ョロ

フ王 国 の 中心 部 分 とだ い た い 同 じで あ り,総 面 積 は19,726.km2で あ る。現 在 リ ンゲ

ール県 は 四つ の郡(Arrondissements)に わ け られ
,更 に そ の郡 が1978年 以来,複 数

の 農村 共 同体(Communaut6s　 rurales)に わ け られ て い る。 各 郡 の 面積,お よび1978

年～1979年 に お こなわ れ た 調 査 に もと つ く人 口統 計 は 次 の とお りで あ る(表3)。

表3　 リンゲール県各郡の面積,人 口　 　(1978～1979年 の調査)

郡

Barkeedji

Dahra

Dodji

Yang-Yang

面 積

リンゲ ール県
全 　 　 体

7,350km2

3,012km2

5,150km2

4,214km2

24,690人

57,837人

18,　505人

19,398人

19,726km2 120,430人

住 民 構 成(%)

フ ル ベ 族 　　60%

ウオロフ族 　 　38%

そ の 他 　 2%

ウォロフ族 　 　71%

フ ル ベ 族 　　24%

そ の 他 　 5%

フ ル ベ 族 　　53%

ウオロフ族 　 　40%

そ の 他 　 7%

ウオロフ族50%

フ ル ベ 族48%

そ の 他2%

ウォル フ族 　 　50%

フ ル ベ 族 　　46%

そ の 他 　 4%

km2あ た りの

人 口 密 度

3.36入

19.20人

3.59人

4.60人

6.11人

リンゲ ール県庁 において与え られた数字か ら計算 した もの。
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図5　 リンゲール県全図と各郡の人 口構成

　 リンゲ ール県 全 体 を みた 場 合,農 耕 を

主 とす る ウ ォ ロ フ族 が50%を 占め,牧 畜

を主 とす る フル ベ族 は46%,そ の 他 の人

々が4%と な って い る。 そ の他 の 人 々と

は モ ー リタ ニ ア国 か らき た モ ール 族(主

に商 業 にた ず さわ る),そ して セ レー ル

族,サ ラコ ッレ族,ト ゥク ル ール 族(い

ず れ も農 耕 が 主)な ど の人 々 で あ る。

　 現在 で は リ ンゲ ー ル県 に お いて もウ ォ

ロ フ族 は フル ベ族 を 数 的 に上 まわ って い

る。 これ は今 後 に考 察 の 対象 とす る こ と

で あ る が,比 較 的 新 しい 現 象 で あ り,特

に今 世紀 に は い って か ら ウ ォ ロフ族 は 急 激 に 増 え て い る。 ちな み に1960年 の時 点 につ

い て み る と,リ ンゲ ール県6)の 人 口は わ ず か45,000人 と推 定 され て お り,し か もそ の

う ち75%が フル ベ族,ウ ォ ロ フ族 は20%と 算 定 され て い る[MoNTEIL　 I966a:116]。

1957年 の 時点 で,す で にGrenierは 次 の よ う に述 べ て い る。 「ジ ョロ フ地 方(リ ンゲ

ール 県)に い る フル ベ族 の 居 住 範 囲 と は未 だ ウ ォ ロ フ族 に 占有 され て い な い地 域 のみ

と い った 方 が よ い」[GRENIER　 l　957:35,127]。 つ ま り,年 々 ウ ォ ロ フ族 が耕 地 を

広 げ るた め,フ ル ベ族 の居 住 域 は次 第 にせ ば め られ て い る とい うの が 現 状 で あ る。 特

に,ダ 「一ラ郡 は他 の郡 に比 して 面積 は も っと も少 な い な が ら,人 口 は格 段 に多 く,平

方 キ ロメ ー トル あ た りの人 口密 度 は他 郡 の それ に比 して4倍 か ら5倍 以 上 とな って お

り,そ の7割 が ウ ォ.Pフ 族 の 人 々で 占 め られ て い る(図5参 照)。

　 フル ベ族 の老 人 達 と話 して い る と往 々に して 「昔 は雨 が よ く降 った し,そ れ に人 も

家 畜 も今 よ りず っ と少 なか った 」 とい う こと を耳 にす る。 こ こ10年 程 の降 雨 の 少 な さ

を考 え れ ば,か つ て は雨 が よ く降 って い た こと は た しか に事 実 で あ る(表1,2を 参

照)。 また 人 の 数 が年 々増 加 して い る こ と も明 らか で あ る。 家 畜 の数 は ど うで あ ろ う

か 。

　 1950年 にBonnet-Dupeyronに よ って な され た 調 査 に もとつ くと ジ ョロ フ 地 方 の

ウ シ は人 口100人 に対 し平 均 して114頭 ～ ユ72頭 と され て い る[BoNNET-DuPEYRoN

1951]。1人 あ た り,1頭 か ら2頭 の範 囲 で あ る。 そ れ に対 し1970年 に な され た 調 査 に

6)セ ネガ ル の独 立 は196b年4月 で あ り,独 立以 前 は リンゲ ール 県(D6Partement　 de　Linguさ 「e)

はCercle　 de　Linguさreと よ ばれ て い た。
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も とつ く と リンゲ ー ル 県 の ウ シ の数 は296,000頭 に 達 し て い る[VALENzA　 and

DIALLo　 1972:66]。 仮 に,先 に述 べ た1978年 ～1979年 の人 口,120,430人 を も とに

して 考 え る と人 口100人 に対 し,ウ シは245頭 とな る。1人 あ た り2頭 半 で あ り,す で

に1950年 に 比 して 増 え て い る。 しか も,現 在 の総 人 口120,430人 の う ち ウ ォ ロフ族 が

50%を 占め て お り,ウ ォ ロ フ族 は農 耕 民 で あ る か ら ウシ を所 有 しな い と仮 定 して 計 算

す る と,フ ル ベ族(46%,55,398人)は 人 口100人 に対 し534頭,つ ま り1人 あた り5

頭 以 上 を 有 して い る こ とに な る。

　 た だ し,こ こに あげ た 数字 は先 述 の とお り,ウ シの数 につ い て は1970年 の もの,人

口 につ い て は1978～1979年 の もの とズ レが あ る。1970年 前 後 の旱魃 にお い て ウ シの 数

は相 当減 った と考 え られ,上 記 の計 算 に よ る数 字 は 正確 な もの とは いえ な い。 しか し

なが ら,た しか に人 口 に対 して ウ シの数 が 相 対 的 に 増 えて い る こ とは うか がえ る?)。

　 この よ うに フル ベ族 の人 々は で き るだ け多 くの 家 畜 を もつ こ とを 常 に願 って い る。

こ の点 に関 し,牧 畜民 が牧 草 面 積 を 考 慮 す る こ と な く,常 に よ り多 くの 家 畜 を所 有 しよ

う とす るの は非 合 理 的 で あ る と して 非 難 す る見方 が あ った。 つ ま り,家 畜 を威 信 財 と

して む や み に ふ やす よ り,順 次売 る こと によ って経 済 の循 環 を 早 め た方 が よい とす る

もので あ る。 しか し,こ の 考 え方 は近 代 産 業 と して の家 畜飼 養 の観 点 か らのみ な され

た もの で,フ ル ベ族 を は じめ サ ヘ ル地 域 に住 む 牧 畜 民 の基 本 的 な生 計維 持機 構 を 理 解

して い ない 見 方 で あ る と して 反 論 され て い る[BoNTE.1975:63-64;Swlrr　 l　975:

95;RuDDLE　 1979:828]。 つ ま り,フ ル ベ族 を 例 に と ると,彼 らに と って生 計 維 持

の基 本 は 乳 で あ る。 だ が,こ の こ とは彼 らの 食 生 活 が 乳 だ けで 構 成 され て い る ことを

意 味す る もの で は な い。 彼 らは穀 物 も多 く摂 取 す る。 しか し,後 に述 べ るが彼 らは年

間 に必 要 とす る穀 物 を 自給 し う る もので は な く,不 足分 の穀 物,茶,砂 糖 な ど 日常 必

要 とす る食 料 は 交 換,あ る い は購 入 に よ って 手 に入 れ な け れ ば な らない 。 そ の際 の 原

資 とな る のが 乳 だ とい う ことで あ る。 フル ベ族 は 生 乳 か ら酸乳,及 びバ ター をつ くる

が チ ー ズは つ くらな い 。バ タ ーは 数週 間 は保 存 しう る。 しか しノ 生 乳,及 び酸 乳 は何

週 間 も保 存 しう る もの で は な い。 しか もバ タ ーは 乳 が 大 量 に あ る と き のみ つ く られ る

もの で あ る。 した が って彼 らに と って 基本 的 食 料 の長 期 保 存 とい う こと は不可 能 に近

い 。 そ の こ とが ら して,も っと も確 実 な食 料 保 存 の方 法 は 生 きた家 畜 を少 しで も多 く

所 有 す る ことで あ る。 こ う して お けば 食 料(乳,穀 物)が 不 足 した 時,余 分 の 家畜 を

売 る こと に よ って 穀 類 を 購 入す る こ とが で き る。Swiftは ラ クダ 牧 畜 民 の トゥア レグ

7)1967年 ～1968年 になされた調査(リ ンゲ ール県,畜 産課による)に もとつ くと,リ ンゲール

　 県全体の家畜の数は次 のように算定 されている。 ウシ:300,000頭,ヒ ッジ ・ヤギ:175,000頭,

　 ウマ:7,500頭,ラ クダ:1,250頭,ロ バ:9,000頭[TouRE　 l969]。
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族について次のように述べている。

　「(上記のような家畜の)蓄 積は往々にして威信財としての動物を少 しで も多 く所有

したいという非合理な欲求にもとついているといわれることがあるが,し か し,こ の

家畜の蓄積とは実は不安定な自然条件に対するトゥアレグ族の対抗戦略なのである」

[SwIFT　 1975:95]。

　実際,サ ヘルという気候の不順な地域においての牧畜には常に多 くの危険がつきま

とう。旱魃,病 害など家畜を大量に失 うという事態がいつでもおこりうることを考え

れば,彼 らが常により多 くの家畜を所有 したいと願うのは理解される。

皿.季 節暦 と活動 のサ イクル

　 フル ベ族 は1年,つ ま り月 暦 で12カ 月 に わ た る期 間 につ い てhitaande/(複)kitaale

と い う言 葉 を も って い る が,こ れ は 月 が12回 あ ぐ って くる期 間,つ ま り一 定 の 長 さの

時 間 を表 わ す 概 念 用 語 で あ って周 期 を 表 わ す言 葉 で は ない 。1年 ごと の周 期 を 表 わ す

の は 「雨 季 」 とい う言 葉,ndunngu/(複)dUU6iで あ る。 個 人 の年 齢 は 自分 が今 まで に

何 回 の雨 季 を 経 験 して きた か と い う こ とで は か られ る。 個 人 は 自分 の年 齢 を い う場 合,

dua6am　 ko～ とい う。 これ は 「私 の"雨 季 経験 回数"は 何 回 で す 」 とい う意 味 に あた

る 。 こ こでkitaaleと い う言 葉 が使 われ な い のは そ れ まで 自分 が 生 きて き た時 間 が一

定 量 の長 さ と して と らえ られ て い る ので はな く,雨 季 を何 回 繰 り返 したか と い う周 期

の 総 体 と して と らえ られ て い るか らで あ る。

　 セ ネガ ル,ジ ョロ フ地 方8)に 住 む フル ベ族 に おい て は年 間 の季 節 は 大 き くふ たつ に

わ け られ て い る。 雨 季 と乾 季 で あ る。

　 1年 を 通 して400mm前 後 とい う少 な い 降雨 しか な い この ジ ョロ フ地 方 に と って

は,雨 季,ndunnguの もつ 意 味 は上 記 の例 か らもわ か る と お り重 大 で あ り,雨 季 に農

作 業 が 集 中す る の は も ち ろん の こと,社 会 生 活 とい う観点 か ら も雨 季,お よ び そ の前

後 に凝 集 度 が高 くな る。

　 ジ ョロ フ地 方 の フル ベ族 は恒 常 的 な村 を構 成 して い るが,村 人 総 て が 村 に い るの は

雨 季 の 期 間 に つ い て の こ とで あ って,雨 季 が お わ る と と もに多 くの人 々は 自分 の村 を

は なれ,家 畜 の た め の水 と草 を 求 め て 離散 す る。 フル ベ 族 に あ って は1年 は雨 季 の集

合 と乾 季 の 離散 と の繰 り返 しで あ る と特 徴 づ け られ よ う。

8)す で に述べた とお り現在 の行政区分上は リンゲ ール県 とよぷのが正 しいが,実 際にはジ ョロ

フ,Jolofと よばれ ることの方が多 く,本 稿で も以降 この呼び名を使 う。
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　 さて,1年 は雨 季,nduπngaと 乾 季,

ceeduの ふ たつ に大 別 され て い るが,そ

の大 き くわ け られ た 季 節 が移 行 す る時 に

微 妙 な 天候 の変 化 を と らえ て更 に四 つ の

痘 い季 節 分 け を して い る。 乾 季 が終 りに

近 づ く6月 の後 半 頃 をdemmunaareと よ

び,雨 季 に は い る 直 前 の2～3週 間 を'

selselleと い って い る。,また,10月 の半 ば

頃,そ の年 最 後 の雨 が降 る前後 の時 期 は

kaωleと よ ば れ て い る し,そ の 後,本 格

的 な乾 季 には い る 直 前2週 間 ぐ ら い は

dabbntndeと よ ばれ て いる(図6)。 以 下

図6ジ ョロフ地方 フルベ族 の季節暦

に各季節の特色 と主な活動を概略,記 しておく。

1. ndunngu

　 初 めて の 雨 が 降 る と野 原 には 草 が芽 を ふ く。 しか し,1回 目の雨 の 後 に.トウジ ン ビ

エ,Pennisetum　 t1Phoideumの 播 種 を す る人 はむ しろ稀 で,普 通 は2回 目の 雨 を待 った

後 に お こ な う。 先 に述 べ た とお り,サ ヘ ル地 域 の雨 は決 して一 定 した もので は な い 。

播 種 後,順 調 に 雨 が 降 れ ば問 題 は な い が,雨 が2週 間 も とだ え る と種 は 枯 れ,次 の雨

の 後 ふ た た び播 種 しな お さ な けれ ば な らな い。

　次章で述べることであるが,ジ ョロフ地方の フルベ族は彼らの食生活の基盤 となる

穀 物,ト ウジ ン ビエ のほ か,わ ずか なが ら落 花 生,Arachis　 h1Pogaea,主 に調 味 料 と し

て 使 わ れ る ロ ーゼ レ,Hibiscus　 sabdarz:ora,そ して サ サゲ,　 Vigna　sinensisを 栽 培 す る。

　 雨 季 の 間,村 の人 々 は農 作業 に全 力 を あげ る。 雨 の おか げで 牧 草 の量 は一 挙 に増 し,

また 野原 の各 所 に雨 水 が た ま り,表 面 水 が た や す く得 られ るた め家 畜 の飼 料,水 につ

い て は 心配 は な く,家 畜 の放 牧 管 理 は15～6才 の 青年 に まか せ て お け る か らで あ る。

牧 童 は村 か ら4～5kmの 範 囲 で 日帰 り放 牧 を す るが,主 な注 意 は家 畜 が耕 作 地 には

い り,耕 作物 を 荒 さ ない こ との方 にむ け られ る。 フル ベ族 で は搾 乳 は伝 統 的 に女 の 仕

事 で あ り,朝,夕 の2回 ゴ乳 が しぼ られ る。1日 の収 量 は1頭 あ た り2～3リ ッ トンレ

で あ る。
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　 2.kawleお よ びdabbernde

　 降 雨 が 順 調 で あれ ば10月 の 上旬 に は トウ ジ ンビ土 の 収 穫 が は じま る。 この収 穫 の時

期 を 肋 ωごθとい う。 雨 が 終 わ りに近 づ き,表 面 水 も千上 りは じめ る頃 で あ る。 この 時

期,牛 は十 分 な乳 を 出 し,新 し く収 穫 した トウ ジ ン ビエ も豊 富 で あ り,1年 で もっ と

も 「富 裕 」 な時 期 で あ る。 あ ち こち の村 で結 婚 式 が 多 くお こな われ る。 この時 期 こそ

社 会 的 凝 集度 の も っと も高 い 時 とい って よか ろ う。

　 11月 には い り,朝,夕 の風 が冷 た く感 じられ る よ うにな る とdabbecndeで あ る。 表

面 水 は完 全 に干 上 り,農 作 業 もお わ って,人 々 の関 心 は 家畜 た集 中す る。家 畜 の飼 料,

水 が重 大 な問 題 に な って くる。

3.  ceedu

　 い よ い よ草 も枯 れ,飼 料 が 少 な くな って くる と フル ベ 族 の 人 々は 多 くが移 動 を は じ

め る。 けれ ど も村 人 総 てが 移 牧 す る こ とは な く,普 通 は老 人,お よ び何 人 か の 壮 年 も

村 に残 る 。200km近 くも南 下 したSine-Saloum地 方 に ゆ く人,西 よ りのBaol地 方

に行 く人,そ して 同 じジ ョ ロフ地 方 の 中 で 短 距 離 の移 動 を す る人 もあ る。 この 点 に つ

い て はV章 で詳 述 す る。

4.demｍunaareお よ びselselle

　乾季から雨季への移行期である。大半の人々は移牧していた土地から村に帰 ってき

ている。家畜は疲れているが飼料 となる草は未だ生えておらず,家 畜はこの時期にも

っともやせている。乳 も収量は皆無に近い。

W.雨 季 の 農 耕

　 牧 畜 民 フル ベ族 に と って 農耕 は彼 らの主 要 な関 心 事 で は な い。 しか しな が らジ ョ ロ

フ地 方 に住 む フル ベ族 は,彼 らの食 生 活 の基 盤 を 牛 乳 とな らんで 一 方 で は トウジ ン ビ

ェ に おい て お り,そ の耕 作 は す で に 彼 らの生 業 の一 部 にな り き って い る。 も と も と農

耕 民 ウ ォ ロ フ族,あ る いは セ レー ル 族 との接 触 に よ って 得 た技 術 で あ ろ う こ とは た し

か で あ り9),そ の こと は農 耕 に 関 す る用語 の多 くが ウ ォロ フ語 か らの借 用 で あ る こと

に も看 取 され る。現 在,フ ル ベ の 人 々は 口で は牧 畜 業 は土 地 に しば られ ず 自 由で あ る

,とい い,一 カ所 へ の定 住 を 余 儀 な くされ る農 耕 民 を軽 蔑 した よ うな こ とを い うが,一'

方 で は フル ベ族 の 伝 統 と は牛 の牧 畜 と トウ ジ ン ビェ の耕 作 で あ る とい うほ ど まで に な
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って い るの で あ る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 層

　まず 主 要農 作 物 につ い て 概観 し,つ い で トウジ ンビ エの耕 作 につ いて 記 した い。

1.主 要 農 作 物

　 (1)　 トウ ジ ン ビェ,Pennisetum　 t1Phoideum

　 ジ ョロフ地 方 で 栽 培 さ紅 る トウ ジ ン ビエ は土 質 が 粗 く,砂 の多 い土 地 で,ま た,少

量 の 雨 で も育つ 早 生 の もの で あ る。粒 の大 き なSorghumは よ り多 くの 水 を必 要 とす る

し,土 質 とい う点 か らも砂 地 に は適 さな い。 更 に,播 種 か ら収 穫 まで の 時 間が 長 くか

か り,雨 季 が3～4カ 月 しか な い ジ ョロ フ地 方 で は 育 た な い。

　 トウ ジ ン ビエ の調 理 法 に つ い て は別 に記 す つ も りで い るが,お おむ ね 臼 と棒 杵 で掲

いて 細 か い粉 状 に した もの を蒸 し煮 に し,そ れ に牛 乳 を か けて 食 す る。 ま た,、トウ ジ

ンビ エは保 存 食 料 と して も利用 され て お り,・これ は一 度 蒸 し煮 に した もの を天 日で干

し,皮 袋 に た くわ え て お く。 これ には 酸乳(と 砂 糖)を か けて 食 べ る。3～4週 間 の

保 存 が 可能 で あ る。

　(2)落 花生,Arachis hypogaea

　ジョロフ地方のフルベ族が落花生を栽培しだしたのは極く最近のことである。現在

の老人達が若か った頃から落花生を栽培する人がでてきたという。現在でも妻,お よ

び子供が多く,余 力のある人がおこなう程度である。換金作物として栽培されるもの

であり,食 生活に占める割合は大変少ない。 しか しながら,落 花生はその葉,お よび

茎が家畜の飼料と して役 立つ。

　 (3)補 助 的農 作 物

一栽 培 され る量 は極 く僅 か で あ るが
,上 記 め 他 に ローゼ レ,HibiSCUS　 sabdarzffaお よ

びサ サ ゲ,Vigna　 sinensisが 女 性 の仕 事 と して 栽 培 され て い る。 ローゼ レは主 に そ の

葉 を 煮 て 調 味料 と して 使 わ れ て い る。 ロ ーゼ レの葉 は酸 味 が あ り,ビ タ ミンCの 補 給

に な って い る。 サ サゲ は そ れ だ け を塩 味 で 煮 た後 に練 りつ ぶ し,そ れ にバ ター を か け

9)今 世紀初頭,Capitaine　 Vallierが ジ ョロフ地方か らさらに東部の半砂漠の フェル ロ(Ferlo)

にか けて踏査 した記録を読むと,ジ ョロフ地方のフルベ族 はすでに農耕をお こなっていたこと

が記 されている。Vallierは 次 のよ うに記 している。「かつて は彼 ら(フ ルベ族)は 牧畜 だけを

お こなっていた。今 日では彼 らは半農半牧 の生活 を してお り,固 定 した村の近辺で耕作 を し,

同時 にいたる ところで放牧を して いる」[VALLIER　 l905:187]。 畑 の耕作にかかわ る用語 にウ

ォロフ語か らの借用が多い ことか ら筆者 はフルベ族 における耕作を新 しい技術 と して導入 され

たものと考えるが,い つ頃か らフルベ族が耕作をす るよ うになったか は不明で ある。ただ,畑

に相当する語,ngesa/(複)geseに その起源 はいかなるもので あるにせ よ,フ ルベ族はこれを フ

ル ベ語であると明言 してお り,し たがって,フ ルベ族はかつて農耕 は一切お こなわなか ったと

断定する ことには疑問が残 る。
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て食 べ る こ と もあ るが,多 くは米 に まぜ て 煮 た り,あ るい は トウ ジ ン ビエを 食 べ る際

の ソ ー ス に まぜ て使 わ れ る こ とが 多 い 。牛 乳 の 少 な い乾 季 の重 要 な タ ンパ ク源 にな っ

て い る と思 わ れ る。 な お,米 は市 場 で購 入 され る もの で あ るが,都 会 風 の食 物 と して

好 まれ,最 近 で は昼 食 にほ とん ど の場 合 米 が 食 べ られ て い る。

　 上 記 の栽 培 作 物 の ほか に野 生 植物 も もち ろん 利 用 され て い る。 付 記 して お くと スイ

カ10),uulOと よば れ る草(Cassia　 tora),そ してバ オバ ブ(Adansonia　 digitata)の 実 や

葉 な どが 主 だ った もの で あ る。

2.　 トウジ ンビエの耕作

　 トウ ジ ンビ エの播 種,育 成,収 穫 は 主 と して 男 の 仕 事 で あ る。 トウ ジ ン ビエ の耕 作

は播 種 後,雨 さえ順 調 に降 れ ば 農 作 業 と しで はそ れ ほ ど手 のか か る もの で は な い。 た

だ 、雨 のた び に雑草 が芽 を 出す の で,こ の雑 草 の 除 去 が主 作 業 で あ る。 男達は ほ とん

ど 毎 日除 草 作 業 に従 う。 除 草 には フル ベ の人 々がgoPPUと よぶ 長 柄 の 手 押 し鋤 が 使 わ

れ る。 この手 押 し鋤 は西 ア フ リカの 半 乾燥 地 域 ほ とん ど全 域 で使 わ れ て い る代 表 的 な

農 具 で あ るが,詳 細 につ い て はす で に記 した[小 川　 1979a:361-362]。

　 9月 か ら10月 にか け て,つ ま り トウ ジ ン ビエが 完 全 に 成熟 して収 穫 しう るよ うに な

る まで の期 間 は端境 期 の も っと も苦 しい 時 期で あ り,現 在 で こそ人 々 は現金 で米 や ト

ゥ ジ ン ビェ を市 場 で 買 う こ とがで き るが,貨 幣経 済 が 一 般 化 す る以 前 人 々は この時 期

に飢 え に苦 しん だ とい う。 老 人 達 に よ る と この時 期 には 牛 乳 とバ オバ ブの 実 しか な い

とい うの が普 通 で あ った。 また,ト ウ ジ ン ビェが 完 全 に成熟 す る のを 待 ち きれ ず,次

の よ うな工 夫 を して収 穫 を早 めた 。

　 未 だ 宗熟 は して い な い トウジ ンビ エの 穂 を刈 りと って くる。地 面 に穴 を 掘 り,そ こ

に木 の 燃 え さ しと一 緒 に 枯枝 を集 めて 入 れ,穴 を熱 す る。 穴 が 熱せ られた と こ ろで新

鮮 な木 の 葉 の つ いた 枝 を底 に しき,そ の 上 に刈 りと っ た トウ ジ ン ビエ の穂 を 縦 に ふ た

つ 割 りに した状 態 で 積 ん で ゆ く。 穂 を 穴 の 中 に積 み あ げて ゆ きな が ら,穴 の 底 に残 っ

て い る懊 を 吹 いて 火 熱 を 強 め る・ そ して 時 々 トウジ ンビ エの 穂 を か き まぜ て 全 体 が 乾

くよ うに す る ので あ る。 つ ま り,完 全 に熟 成 し きって い ない トウ ジ ン ビエの 穂 た 人工

的 に熱 を 加 え て熟 成 させ 食用 に適 す る よ うに す る もので あ る。 この 熟成 法 ばurdugal

と よば れ て お り,現 在 で は壮 年 以 上 の人 々で な い と知 らない や り方 で あ る。

　 順 調 にゆ けば10月 上 旬 か ら半 ば 頃,ト ウジ ン ビェの 収 穫 が お こな われ る。 トウ ジ ン

10,ス イカ,Citrulus　valgaris,は もともと野生の ものが利用されているが,農 耕民 のウォロフ族

　 は これを栽培 してお り,栽 培物 の方が大 きい。　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 .
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ビエ は収 穫 時 には2mを 超 す丈 に な って お り,穂 の部 分 は最大 径 で3cm,長 さは 普

通40cm前 後,大 き い もの に な る と60～70　 cmに もな る。 刈 り入 れ に際 して は ト

ゥ ジ ン ビエ の茎 の根 元 か ら切 るので は な く穂 の直 下 の 部 分 を 切 る11)。 道 具 と して は

ngoobaanと よぶ 手 包 丁 が使 わ れ る。 この手 包丁 も先 の手 押 し鋤 同様,セ ネ ガル だ け に

み られ る もの で は な く西 ア フ リカ の半 乾 燥 地 域 に 広 く分布 した 農 具 で あ る[KAWADA

1975:18]。

　 茎 の 部 分 は 畑 に放 置 し,そ こに家 畜 を 放 し,飼 料 とす る。 しか しな が ら最近 で は ウ

ォ ロ フ族 の や り方 に な ら って 茎 の部 分 を 根 元 か ら切 り,束 に した 後,畑 の 中 で焼 く人

もあ る。 灰 が翌 年 の 耕 作 の た め の肥 料 と な るか らで あ る。

　 さて,刈 り と った トウ ジ ン ビエ の穂 は そ の つ ど小 さ な小 山 に ま とめ て お く。全 部 の

刈 り取 りが す む と,や は り畑 の 申 に場 所 を 定 め,4本 の杭 を 打 ち こみ,そ の 上 に枝 木

を 渡 し棚 状 に す る と,そ の 上 に 収穫 した 穂 を 積 み あ げ て ゆ く。 これ をcahaliと よ ぶ。

cahaliの 大 き さは収 量 の多 寡 に よ って 当然 異 な るが 普 通2m×4mぐ らい の もの が多

い。cahali作 りは仮 の作 業で あ って,最 終 的 に はsakと よぶ 穀 倉 を つ くり,そ の 中

に トウ ジ ンビエ を貯 えて お く。sakを 作 る には ま ず地 面 に1本 の 棒 を 立 て,そ の棒 に

適 度 な 長 さの 紐(1.5m前 後)の 一 端 を結 びつ け,他 方 を手 に も ち地 面 に 線 を ひ きな

が ら棒 の ま わ りを一 周 す る。 そ の後,地 面 に 描 か れ た 円形 の 線 上 に30cmほ ど の 間 隔

で 棒 杭 を 何 本 も立 て る。 棒 杭 の高 さ は2m前 後 に達 す る。そ う した後,　gelooki(Guiera

senegalensis)と よぶ 木 の 細 枝 を大 量 に集 め,棒 杭 の 間 を縫 うよ うに交 互 に通 しな が ら

編 み あ げ て ゆ く。こ う して 上下 に穴 の あい た大 きな筒 がで きあ が る 。これ を先 のcahali

の台 座 にの せ 穀 倉 とす る の で あ る。屋 根 は作 る こ と も あ る し,あ る い は トウ ジ ンビエ

の茎 部 を何 本 も束 ね て の せ屋 根 代 り にす る こ と もあ る。sakの 中 ほ ど の高 さ には 窓 を

つ く り,そ こか ら トウジ ン ビエ の穂 を 抜 き とる。sak作 りは 男 の仕 事 で あ り,近 い 親

族 の 者,数 人 が共 同 して 作 る。sakの 大 き さは直 径 で は な く,両 手 を ひ ろ げて 周 囲 を

は か り,外 周 の長 さで 表 わ され る。.ジ ョロ フ地 方 の フル ベ族 にあ って は周 囲3尋 程 度

の大 き さが一 般 的 で あ る。

、

　 さて,こ の よ うに ジ ョロ フ地 方 の フル ベ 族 は 雨 季 に お け る トウ ジ ン ビエ の耕 作 を 自

分 達 の生 業 の一 部 に と りい れ て は い るが プ しか し,こ れ だ けの 収 量 で翌 年 の雨 季 まで

11)こ の ことに関 し,以 前,ト ウジンビエはまず根元か ら切 り,つ いで穂 を刈 りとると誤 って記

　 した[小 川　 1979a:364]。 これは後に も記す とお り,収 穫後,茎 部を根元か ら切 り倒す ことが

　 あ り,そ のよ うな状態の畑地で私が誤 った情報収集を した ことにもとついている。 この機会 に

　 訂正 させていただ きたい。
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一 家 が 食 べ て ゆ くの に十 分 で あ る わ けで は な い
。 ∫盈 に貯 え た トウ ジ ンビ エは 収穫 後

3～4カ 月 も もて ば よい 方 で あ る。 後 に述 べ る よ う にsakの 中 の トウジ ンビ エが少 な

くな って くる頃 に は,フ ル ベ族 の人 々は 家 畜 を と もない 乾 季 の間 の移 牧 地 に移 動 して

ゆ くの で あ る6

　これまで,ト ウジンビエの播種から収穫,貯 蔵に至るまでの過程を順を追って記 し

てきたが,耕 作地そのものについて農耕民ウォロワ族と比較 しながら検討 しておこう。

　新 しく畑地として開墾した土地をsonjaanと いう。ウォロフ語からの借用語である。

それに対 し,す でに畑地として利用している土地に牛糞をもって肥料とし,翌 年 も再

びそこを畑地として利用 しうるものをbiitygagと よぷ。これはフルベ語である♂開墾

地についてはウォロフ語が使われ,再 利用地にはフルベ語が使われるというところに

牧畜民としてのフルベ族の基本的な性格があらわれている。

　つまり,砂 の多い,し たがって地味のうすいこのジョロフ地方にあって農耕をする

ためには,数 回の耕作の後,地 味の乏しくなった場所を捨て新 しい畑地を開墾するか,

あるいは畑地に毎年施肥す ることによって地味を回復させるかしなければならない。

農耕民ウォロフ族は家畜はロバ以外ほとんどもってお らず,し たがって牛糞による施

肥はすることができない。'そのためウォロフ族の人々は常に耕作地を広げるか,あ る

いは広大な耕作地の中で利用地を順に移動 してゆくか して地味の衰退を補償 しそゆか

ねばならない。つまり,sonjaan(開 墾地)を 常に作るわけである。それに対し牧畜民

フルベ族の人々は一度開墾地を作れば,収 穫後その畑地に家畜を集中的に放すことに

よって牛糞による施肥をおこなうことができる。biitnggal(施胞にもとつく再利用地)

を常に自分が居住する場所の近 くにもつことが可能である。このことによってbi吻gal

という言葉がまさに牧畜業を基盤とする入々の間に生 じたものであることが理解され

る。

　更にこのように基本的な生業形態を異にするふたつの部族の人々があい接して住ん

でいることから,両 者間に種々の抗争が生れているのも事実である。

　農耕民ウォロフ族は先に述べたとおり年ごとに耕地を広げる。耕地の拡大はそのま

ま牧草地の減少となる。一方,皿 章で述べたように少 しでも多 くの家畜を所有するこ

とを第一義に考えるフルベ族にとってウォロフ族の耕地拡大はまさに脅威である。逆

にウォロフ族にとってはフルベ族が牛を放牧する場所こそ開墾に適 している。牛糞に

よって地味がこえていると考えるか らである。

　 また,ウ ォロフ族の人々は自分が所有する畑に垣根をつくって作物を守るというこ
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と を しな い。 作 付 面 積 が大 き く,垣 根 を作 るの は 困 難 だ と い うだ けで は な く,上 に の

べ た よ うに農 耕 民 は 頻 繁 に畑 地 を移 動 す る必 要 が あ り,そ の た び に垣 根 をつ くる こ と

は 不 可能 な ので あ る。 逆 に フ ル ベ族 は 自分達 の畑 に垣 根 を つ くり家 畜 に あ らさ れ ない

よ う にす る。基 本 的 な生 業 は 牧 畜 で あ る彼 らの畑 は農 耕 民 の そ れ に比 べ て 小 さい し,

更 に上 に述 べ た と お り畑 地 を 移 動 す る必 要 が な い か らで あ る。彼 らは垣 根 用 にgolteeki

と よぶ トゲ の あ る木(Balanites　 aeg.yptiaca)を 畑 地 の周 囲 に お い て お く。

　 この よ うに ウ ォ ロフ族 の 畑 地 には垣 根 が ない こ とか ら,フ ル ベ 族 が放 牧 す る家 畜 が

畑 地 に入 りこみ 耕 作物 を荒 らす こ とが頻 繁 に お こ る。深 刻 な抗 争 を ひ きお こす 原 因 で

あ る。

V.牧 畜

　フルベ族が雨季の間の農耕を自分達の生業の一部にとりいれながらも基本的には伝

統的な彼らの生業である牧畜に生活の基盤をおいていることはこれまでにも述べてき

た。

　彼 らがもつ家畜はまずウシである。ウシこそ彼らの生活を支える家畜であり,経 済

的な財物であるのみならず,彼 らの精神生活にも大きな影響を与える存在である。フ

ルベ族が飼 っているウシは一般にゼブとよぶ.Bos indicusで ある。弊死したウシは食

用にされるが,食 肉を得る目的でウシを屠ることは決して多 くない。必ずウシを屠 ら

なければならないとさ毎るのは次のような機会だけである。一まず,,結 婚式に際しては,

結婚する男の父親が牡ウシを一頭,つ いで長男の誕生後,命 名式に際して,や はり牡

ウシを一頭,そ して家長の死に際して,そ の人の所有であった牡ウシを一頭,屠 らな

ければならないとされている。

　 ウシとならんで多 く飼われているのはヒツジ,ヤ ギである。これ らは補助的な家畜

であって,ヒ ツジ,ヤ ギの飼育自体に主力がおかれているわけではない。しか しなが

ら,ウ シ,ヒツ ジ,ヤ ギそれぞれに必要とする飼料,出 産期などは異なり,補 助的家

畜を所有することによって環境をより トータルに利用しているといえる[c£RUDDLE

l979:827]。 特 にヒツジはウシを殺さずに手軽に食肉を得ることができるという点で

有用であるし,皮 は売ることもできる。ヒツジ,ヤ ギともに搾乳することはあるがウ

シの乳が少なくなる乾季の代替食品という意味あいが強い。

　 上記のほかにウマ,ロ バ,ニ ワ トリを飼 う人々は多い。 ウマは大変重視される家畜

である。購入時に高 くつく動物であり,一 種の富の外的象徴 としてみなされているよ
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うで あ る。 か つ て は ウ マ は強 力 な武 器 と して そ の 威 力 を発 揮 した ので あ り,フ ル ベ族

の人 々は 他 部 族 の ウシを 掠 奪 した り,あ るい は 奴隷 を捕 奪 す る時 に ウマ を 最 大 限 に活

用 した。 現 在 で も騎 乗用,荷 車 の 牽 引 用 と して 使 わ れ て い る。

　 ロバ は荷 駄 獣 と して使 われ て い る。村 か ら遠 く離 れ た 井戸 に水 汲 み に行 く際 に使 わ

れ る し,乾 季 の 移 牧 の際,荷 物 の 運 搬 用 と して 重 要 な 働 きをす る。

　 ニ ワ トリは ご く普 通 に飼 わ れて い るが,フ ル ベ族 は これ を家 畜 と み な して い な い 。

家 畜 の こと をjawdiと い うが ニ ワ ト リはjawdiの 範 疇 には 含 ま れ て い な い。 しか し,

ニ ワ ト リは家 畜(ウ シ,ヒ ツ ジ,ヤ ギ)を 殺 さず に手 軽 に肉 を 得 る た め の もの と して

重 宝 な もの で あ る。 ニ ワ ト リの 卵 は普 通,食 用 に しな い。

　 その ほか,イ ヌ は放 牧 の 際 重 要 な 動物 で あ り,ネ コ も村 の 中で 飼 わ れ て い る。 イ ヌ,

ネ コ と も家 畜 とは み な され て い な い 。

　 さて,こ の 章 で は ジ ョロ フ地 方 の フル ベ族 が 雨 季 の 間 ど の よ うに放 牧 を す るか,雨

季 か ら乾 季 へ の移 行 期 にお け る水 の 問題,そ して 乾 季 の間 の移 放 の 形 態 につ い て記 述

した い。

　 1.雨 季 の 放 牧

　 雨季 の到 来 と と もに 草 が芽 をふ く。 乾 季 の移 牧 地 か ら長 い 道 の りを歩 い て き た ウ シ

は 疲 れ て い る。 本 来,雨 が 降 るべ き時 期 に 雨 の到 来 が な い こ とをhokkereと い い,フ

ル ベ の 人 々はhokkereが 長 く続 くことを もっ と も恐 れ る 。 この地 方 に住 む フル ベ族 は

ウ シの 出 産 時期 に 関す る管 理 は全 く しない 。 牧 草,水 と もに豊 か な の は1年 の うち3

～4カ 月 しか な く,牝 ウ シ は雨 季 の 後半 か ら終 り頃 に発 情す る だ けだ か らで あ る。 牝

ウ シの 妊 娠 期 間 は9カ 月 で あ り,し た が って 毎 年6月 か ら7月 頃 に出 産 す る。 これ は

雨 季 の初 め,牧 草 は 未 だ少 な く乳 の 出 が悪 い時 期 にあ た る。

　 こ の頃,つ ま り乾季 か ら雨 季 に移行 す る時 期 をdemmunaare,つ いでselselleと よん

で い る ことは 第 皿章 に記 した が,selselteの 頃,ジ ョロ フ地 方 の 内部 で 家 畜 を伴 な った

短距 離 の移 動 が しば しば お こ なわ れ る。 フル ベ族 は 家 畜 を 伴 な った 移 動,移 放 の こ と

を 一 般 にeggirgol(居 住 場 所 を変 え る,の 意)と い う動 詞 で表 わす が,こ の雨 季 直 前

の短 距 離 の移 動 につ い て は,そ の季 節 の よ び 名 を もと に してselseltoyaadeと い って い

る。

　 サ ヘ ル 地域 の 降雨 は時 間 的 に も空 間 的 に も不規 則 で あ る。 わ ず か の距 離 を は な れた

だ けで 降 雨量 が異 な る こ と もよ くあ る。selselteの 頃,自 分 達 が住 む村 の 近 辺 に は雨 は

降 って いな い が,20～30kmは なれ た 所 に は か な りの降 雨 が あ り,各 所 に小 さ な池
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が で きて い る の みな らず,牧 草 も芽 を 出 して い る とい うよ うな情 報 が は い ると若 者 達

は躊 躇 す る こと な く58」5θ1勿αα46を お こな う。 この場 合,移 動 させ られ る家 畜 は ウ シ

が中 心 で あ り,ま た,入 も家 族 全 部 が 移 動 す るの で は な く20才 前 後 の男 子 の み で あ る。

20～30kmの 距離 で あ れ ば 家 畜 の 群 をつ れ て い て も1日 で 簡 単 に移 動 で き る。 若 者

達 と して は 自分達 の村 にい て 井 戸 の水 を 汲 み 家 畜 に飲 ませ る よ り,家 畜 と と もに 移 動

す る方 が は るか に 楽 で あ る。selselloyaadeは せ いぜ い1～2週 間 の短 い 期 間 につ い て

な され る。 またselselloyaadeは 完 全 に降 雨 の状 況 に依存 す る も ので 時 間 的 に も空 間 的

に も一 定 した 緯 則 は な い 。

　 雨季 の初 め にお こな わ れ るselselloyaadeと な らん で,雨 季 の終 り頃 に も同様 の短 距

離移 動 が お こなわ れ る。 そ れ は 自分 の村 の近 辺 で はす で に 雨 が あが り,各 所 に で きて

い た池 も澗 上 った 状 態 に な って は い るが ジ 少 し離 れた と こ ろに移 動 す れ ば,ま だ 池 が

残 って い ると い うよ うな 場合 で あ る。 これ につ いて もそ の 時期 を あ らわ す 季節 の 名 を

もと に してkawloyaadeと い って い る。 や は り牧 童 の 若 者 とウ シだ け が 移 動 す る もの

で あ る。

　 雨 季 の 間 の放 牧 そ の もの は そ れ ほ どむ ず か しい技 術 は要 しな い。 普 通,家 長 の ウ シ,

そ の妻 お よび 子供 達 が 独 自 に所有 す る ウ シ,そ して家 長 の両 親 に 属す る ウ シな どが ひ

とつ の群 に ま とめ られ管 理 され る。 ひ と つ の群 を 構成 す る ウシの 数 は 人 に よ って 差 が

あ るが 一 般 的 には70～80頭 か ら100頭 前 後 で あ る。

　 日の 出前 後 に女 達 が搾 乳 を す ませ る12)。 牧 童 の少 年 は 前 夜 の 夕食 の残 り,あ る い は

保 存食 で あ る トウ ジ ン ビエ の乾 燥 粉 に牛 乳 を か けた 食事 をす ませ る と水筒 と棒 だ け を

もって 放牧 に 出 る。 牧 草 の豊 か な雨 季 の 間 は そ れ ほ ど遠 くま で行 く必 要 は な く村 か ら

5kmぐ らい の範 囲 を動 く。 しか し,牧 童 は昼 食 に も ど る こと は な く,日 没 時,家 畜

と と もに村 に帰 って くる まで 食事 は しな い。 これ をPudal　 e　mutal(日 の 出か ら 日の入

りまで)と い って い る。仔 ウ シは村 に残 され て い る。 夕方,ウ シが 帰6て くる と再 び

搾 乳 され る。 ウ シは普 通,geddu　 tと よぶ 柵 の 中 に入 れ られ て 夜 を過 す 。 搾 乳 もgeddu

の中 で お こな われ る こ とが 多 い。 仔 ウ シはtiggalと よぶ 立 ち木 を切 り倒 した もの に結

びつ け られ て い るが,搾 乳 す る場 合,ま ず 仔 ウ シをtiggalか ら解 き放 し母 ウ シの も と

に ゆか せ 乳 を 吸 わ せ る。 催 乳 で あ る。少 し乳 を吸 わ せ た後,乳 房 か ら引 き離 し,母 ウ

シの右 前 足 に仔 ウ シの首 を しば りつ け 固定 す る。 そ の後,女 は 必 ず ウ シの右 側 に しゃ

が み,膝 の 間 で 木 の容 器,birdugalを 支 え両 手 で 乳 を しぼ る。 その 際,四 つ あ る乳 首

の うち右 前 方 の 乳 首 か ら搾 りは じめ な け れ ば な らな い と さ れ,乳 首 を 一般 にennduと

12)誰 がどの牛を搾乳す るかというのは重要な問題 であるが,別 稿 にゆずる。
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写真3　 朝の搾乳をする女 。 この村ではgeddu(柵)は 作

　 　 　 っていない。(1979年10.月20日 撮影Pambiに て)

い うの に対 し,右 前 方 の 乳首 だ けはnaatirdu(ま ず そ れ を も って 初 め とす る もの)と

よば れ て い る。 少 し搾 った後,指 を6irdugalの 中 に 入 れ乳 で ぬ ら し,そ れか ら本 格 的

に しぼ られ る。

2.kawle,dabbunde,そ し てceeduの 初 め 頃

　 雨 季 が 終 りにな る と牧畜 民 と して の仕 事 の量 は 一 挙 に増 加 す る。 飼料 と して は枯 草

が あ るが 家畜 に与 え る水 が重 要 な 問題 とな る。 フル ベ 族 の人 々は ウ マ,ロ バ に は毎 日

水 を 与 え,ウ シ,ヒ ツ ジは1日 お きで もよ い が井 戸 が 遠 くな け れ ばで き るだ け毎 日与

え る。 ヤギ は2～3日 お き に水 を 与 え て もよ い とい う。 ウ シは普 通1日201ほ ど の水

を飲 む 。 枯 草 をた くさん 食 べ た時 には301の 水 を 飲 む 。

　 ジ ョロ フ地 方 に は川 は な く,し た が って水 は総 て 井 戸 で汲 み あ げ られ る。(a)伝 統

的 な浅 井 戸,(b)堀 抜 き井 戸,(c)1930年 頃 か ら植 民地 行 政 府 に よ って作 られ た深

井 戸,(d)牧 畜 民 定 着 化政 策 の一環 と して1948年 以 降 つ くられ た動 力 ポ ンプ に よ る取

水 施 設,な どが現 在 ジ ョロ フ地 方 で お こな わ れ る取 水 法 で あ るが,そ れ ら各 々の 問題

点 につ いて は別 稿 に記 した13》。

3.乾 季 の 移 牧

　 雨 季 の初 め,お よび 終 り頃 にお こな わ れ る短 距 離 の移 動 につ いて は 先 に記 した。'こ

れ は 単 に牧 草 の量,お よび雨 水 に よ る池 の存 在 の有 無 に よ って決 定 され る もの で男 の

13)『季刊民族学』第14号 に寄稿。
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若者運だけによってなされるものであ

った 。

　 乾 季,ceedu,に はい る と ジ ョ ロフ地

方 の フル ベ 族 は家 族 の 多 くを伴 な い長

距 離 の移 牧 を お こな う。 この移 牧 は11

月 の 中頃 か ら翌 年7月 頃 ま で7～8カ

月 と い う長 期 に 及 ぶ もの で あ る。 この

移 牧 につ いて フル ベ の人 々は単 にeg-9

girgel(居 住 場 所 の 移 動),あ るい は乾

季 の それ とい う意 味 でceedaydeと い う

言 葉 で表 現 す る。

　 乾 季 の移 牧,ceedo"deは 家 畜 の 飼料,

お よび水 を求 めて とい う意 味 で は どの

人 々に と って も共 通 で あ る が,そ の 内 ・

容 に つ い て み る と家 畜 を媒 介 に した経

済 活 動 とい う観 点 か らは 移牧 す る人 そ

れ ぞ れ の 間 に 違 い が み られ る。 そ して

そ の差 異 は 移 牧 に 向 う場 所 が ど こか と

写真4　 雨季あけ,井 戸で の水汲み。井戸の

　 　 　 ヤグラは常設であるが,ッ ル ベや輪

　 　 　 は各個人ごとに持 ちより自分で設置

　 　 　 す る。(1979年11月28日 撮影De両illy

　 　 　 にて)

いうことに密接に結びついている。その詳細について述べる前にフルベ族の移牧がど

のようにおこなわれているか一般的な特徴一を一まず記一してお一乙う一。

　移牧は村の人々が総出で,総 ての家畜を伴なってなされるのではない。一般に牧畜

民に共通 してみられる傾向として個人主義的であるということがいえ るが[MONOD

l975:39;福 井他　1980:57],フ ルベ族 もそうであり,た とえば移牧についても各

家長の自由な判断にもとついてなされている。移牧に出るか,あ るいは乾季の間も村

に残るか,移 牧に出る場合の出発の時期,行 き先などについて村全体の次元で意志決

定されるのではない。ある人は妻,子 供を伴ない200kmも 離れた場所に行き,別 の

ある人は同じジョロフ地方内でより多くの枯草と動力ポンプ施設のある所に短距離の

移牧をおこなう。しか しなが ら一般的には近い親族の者同志は近 くにいた方が便利で

あり,移 牧について も同 じ村の人々は同一の地域に移牧にゆくというケースが多いよ

うである。それは特に遠 く離れた移牧地に向う場合に顕著にみられる。

　移牧につれ出される家畜はまずウシであり,つ いでヒッジである。ヤギはつれてゆ

かれることもあるが往々にして村に残る老人のもとに残しておかれる。ウマは男の騎
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乗 用 と して,ロ バ は家 財 道 具 の 運 搬,お よび 女,子 供 の 騎 乗用 と して,ま た,移 些 地 で

の水 の運 搬 用 と して重 要 で あ る。家 財 道 具 と して は 臼(kurkol/kerrki)14),棒 杵(unugal/

unude),鉄 製 の 鍋(fayande/Payane)な ど の炊 事 道 具,牛 乳 を入 れ る ヒ ョウ タ ン,あ る

い は木 製 の容 器(前 者を 　horde/kore,後 者 はla'al/le'の,敷 き ゴザ(leeSO　kuOfi/leese　kurfi)

な ど が必 需 品で あ る。 そ の他,ニ ワ トリは専 用(p編 み カ ゴ(sune・-sunu　86吻o吻 杯 明)

に入 れ て運 ばれ る し,生 れ た ばか りの 仔 ヒツ ジ も ロバ の 背 に のせ て 運 ば れ る・.停 泊 地

で は 木 の枝 を組 ん で ベ ッ ド(mirde/mirde)を 作 る こ とが多 いが,最 近 で は 鉄 製 の ベ ッ

ドを 荷 馬 車 に積 ん で 運 ぶ 人 もあ る。

　 1日 の移 動距 離 は20kmか ら・40　kmの あ い だ で あ る・ 井 戸 φ あ る村 ・.又は町 ご と

に停 泊 し,大 きな木 の下 に 木 の枝 を組 んで ベ ッ ドを しつ らえ た り,あ る い は丈 の 高 い

枯 草 を簡 単 に編 んで 風 除 けを つ ぐり夜 を過 す と翌 朝 は そ こを 発 って次 の停 泊 地 に向 う。

ジ ョ ロフ地 方 の ひ とつ の村Mboussoob6か ら約200　 km南 下 した街,　KaoJackに 向

った場 合 の ひ とつ の ル ー トを 示 す と 次 の と おPで あ る。Mbousミoob6tWeendu●

Loumbel→Darma→Touba→Kaさ1→Touba　 M'boul→Gossas→Fas→Kaolack(図

7,P.698を 参 照)。 こ こに示 す 地 名 は そこ で 停 泊 した場 所 で あ り,約200　 kmの 距

離 を7泊 し,』8日 目 に到着 して い る。 移 牧 先 の場 所 につ .くと村,あ るい は 町 の は ず れ

1～2k血 の 範 囲 内 に乾 季 を そ こで過 す キ ャ ンプ を 設 営す る。 この キ ャ ンプ は ωiitnde

と よば れ て お り,普 通,同 じ村,あ るい は近 隣 の村 同 志 の 人 々がか た ま って 暮 ら して

写真5　 ロバの背 に家財 道具をのせ,移 動の途中の人 々。 こ ー

　 　　 の人 々は乾季が本格的になった2月 に入 ってやっと

　 　　 移牧を開始 した。(1980年2.月4日 撮影Dahraの 南

　 　　 約20kmの 地点)

14)以 下,カ ッコ内icフ ルベ語での名称を単数形/複 数形 の順 で示す。
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いる。移牧の間も家畜に与える水は大きな問題であり,し たがって井戸か ら遠 く離れ

てキャンプを設けることはな く,村 あるいは町の外ではあるが井戸から遠 くない場所

が選ばれる。

　筆者は1980年2月 上旬の時点においてジョロフ地方のフルベ族の村五つについて移

牧に関する統計的な調査をおこなった。 その結果を まとめた ものが表4(PP.696-

697)で ある。 以下,こ の表にもとついて説明を加えてゆくが,そ の前にこの表につ

いての全体的な説明をしておく。

　調査をおこなった五つの村はそれぞれ住民数200～300人 のものであ り,フ ルベ族の

村としては中くらいの大きさである。ただし,本 稿においては詳述しないが15),周 知

のとおりフルベ族は奴隷16),maccu6eと よばれる人 々をもみずからの村に内包 してお

り,村 の住民数を表わす場合,奴 隷の人々をもフルベ族としそかぞえている。奴隷の

人々の所有する家畜数はフルベ族のそれにくらべてはるかに少なく,し たがって移牧

に出る人は大変少ない。彼 らは少数のウシ,そ してヒッジ,ヤ ギを飼い,乾 季の間も

村にとどまって暮 らしていることが多い。

　 この調査は家長,つ まり既婚の男性を主な対象にしてなされている。 「伴なった家

族」というのは家長が移牧する際に家族の誰を同行したかということである。多 くは

妻と子供を同行している。女性はウシの搾乳,お よび牛乳の処理,販 売にあた って不

可欠の存在であり,子 供 も10才をすぎていれば重要な働き手である。女性が単独で移

牧にでているケースがいくつかあるが,こ れについては後に触れる。

　 「経済活動の内容」については説明が必要であ.る。一第N章,一 農耕について記述 した

部分で農耕民ウォロフ族は家畜をもたず,し たがってウシの糞による施肥をすること

ができないこと,そ のため一定の耕地を長年にわたって再利用することができず頻繁

に耕地を移動,あ るい}さ拡大することを記 した。それに対 し,牧 畜民フルベ族は収穫

後の畑地にウシを集中的に放つことによってウシの糞による施肥をすることができる

ので耕地は移動しないでも長年の耕作が可能である。

15)[小 川　 1979b]を 参照。

16)奴 隷という日本語か ら受 ける感 じには大 変強 いものがあるがニュァンスは少 し異 なるので注

　意を要す る。maccudo/(複)maccu6eと は第1代 目の奴隷,つ ま り力つ くで フルベ族 に隷属させ

　 られた人 々,あ るいは他人か ら買いとられた人である。現実にはこのよ うな人は今 はいない。

　第2代 目以降(maccu6e同 志の間に生れた子供,あ るいはmaccudoの 女 とフルベの男 との間に

　生れた子供)は 正確には 疏㎜ ψ0/7伽妙6θとよばれ,自 分 自身の耕作地 ももっている し,家 畜

　 も所有 し,フ ルベ族は これ らの人 々を他人 に売 った り,他 人か ら買 った りはできない。 フルベ

　族の家族 の一員と同 じよ うな扱いを うける人々であ る。現在,フ ル ベ族 と生活を共 にす る奴隷

　 は総てriimay6eの 筈であるが,フ ルベ族 も,ま た 「奴隷」 自身 も自分達をmaCCU6eと よんで い

　 る[c£BALDE　 1975;183-220]。
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　 こ こで 述 べ る経 済 活動 と は端 的 に い え ば フル ベ族 が ウ シ とい う経 済 資 本 を ど の よ う

に利 用 して い るか とい う こと で あ る。 移牧 を す る フル ベ 族 の 多 くは農 耕 民 ウ ォ ロ フ族

が 住 む村,あ る いは 町 に行 く。 そ こで 表4に お け る+の 記 号 は次 の こ とを 意 味 す る。

ウォ ロ フ族 は収 穫 のす ん だ トウ ジ ン ビエ,あ るい は落 花 生 の 畑 に,フ ル ベ族 が つ れ て

くる家 畜 を迎 え いれ,そ こに 夜 営 させ る。 つ ま り,フ ル ベ族 の 側 で は,ウ ォ ロ フ族 の

畑 にお い て,収 穫 後,残 され た トウ ジ ンビ ェや 落花 生 の葉 や 茎 を 家 畜 飼料 と して 活 用

で き る し,他 方,ウ ォ ロ フ族 の 側 で は,そ の見 か え りと して,フ ル ベ族 の ウ シが 集 中

的 に もた らす糞 を.自然 施 肥 と して利 用 で き る仕 組 に な って い るの で あ る。 か く して,

ウ ォロ フ族 は 収穫 後 の刈 り残 しを 提 供す る だ けで,来 季 の耕 作 に必 要 な施 肥 を,い な

が らに して で き るわ けで ・ フル ベ 族 の到 来 はむ しろ歓 迎 すべ き ことな の で あ る 。,し た

がって,ウ ォロフ族はフルベ族の移牧期間中,村 の井戸水をフルベ族が家畜に与える

ことになんらの異議を示さない。この次元ですでに家畜の飼料,水 に対 して耕地への

施肥という形で農耕民と牧畜民の間での交換ないしは相補的な関係が成り立っている。

彼 らは更にもうひとつの交換をおこなう。人間の食糧の交換である。フルベ族は牛乳

を与え,そ の代りにウォロフ族か らトウジンビエをもらうのである。 この交換は厳密

になされており1980年2月 の時点で牛乳と トウジンビェは同量つつ(容 器1杯 の牛乳

に対し,容 器1杯 の トウジンビェというように)交 換されていた。 このように+の 記

号はフルベ族とウォロフ族の間での相補的交換形態が完全に成立している場合を示 し

ている。

　 それに対し△の記号はフルベ族とウォロフ族の間で家畜の飼料 対 施肥という次元

についてのみ交換がなされていることを示す。つまり農耕民は家畜の飼料,お よび水

を与える。牧畜民はウシを農耕民の畑に集中することによって施肥をおこなう。この

次元では両者ともに必要としていることについて相補的な交換形態は成立 しているの

である。しかし人間の食糧についてはもはや直接の交換はしない。フルベ族は牛乳を

町の市場にもってゆき売るのである。そうして得た金でやはり市場で トウジンビエを

買うという形である。

　 一の記号は今まで述べてきたような直接的交換は一切おこなわれないことを示 して

いる。フルベ族がウォロフ族の畑で施肥をするζともな く,し たがってフルベ族は家

畜の飼料と水は別のところで求あな くてはならない。また牛乳と農産物の交換 も直接

的な形ではおこなわれない。すべては売買という貨幣経済を通しておこなわれる。。

　 最後に 「sardiの有無」とは乾季の移牧中に家畜群の放牧管理のために牧童を雇 って

いるか否かを示 している。普通,フ ルベ族はウシや ヒッジなどの家畜群を放牧管理す
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る牧 童 につ い てgaynaako/(複)aynaa6eと い う。 しか しな が ら彼 らは移 牧 の間 につ い

て は 他部 族(ト ゥクル ー ル族,セ レー一ル族,ま た は フル ベ 族 の奴 隷 の人 々)の 若 者 を

牧 童 と して雇 い,こ の牧 童 を ∫α漉 と よぶ の で あ る。+の 記 号 は この よ うな牧 童 を 雇

って い る こ とを示 し,一 の 記 号 は牧 童 を雇 わ ず 自分 達 で 家 畜 管 理 して い る ことを 示 す 。

　 で は こ こで表 を示 し,以 下 そ れ に基 づ き説 明 を加 え よ う。

　 こ の表4を 全 体 的 に見 た 場 合,ま ず次 の 二 つ の こ とに気 づ く。

　 ① 村 に よ って は各 個 人 が ば らば らに別 々の 場 所 に移 牧 して い るの に 対 し,別 の村

　 で は大 部 分 の人 が ま とま って 同 じ場 所,あ るい は 同 じ地 方 に移 牧 して い る。

　 ② 移 牧 の行 き先 は大 別 して三 つ に分 類 して考 え る ことが で きる 。(1)ジ ョロ フ地

　 方 内部 で 移 牧 す る人,(2)Kaolackを 中心 と したSine-Saloum地 方 の大 都 市 に移

　 牧 す る人,(3)Baol地 方 の町 村 に移 牧 す る人 。

　 上 記 の各 々 につ い て検 討 を して い こ う。

　 この表 に示 した 五 つ の村 落 の う ち,Nguely17)及 びDeykwotの 人 々 は,　 Ngucly

に つ い て は7人 中5人 が,Deykwotに つ いて は8人 中3人 が ジ ョロ フ地方 内 部 で 短

距 離 の移 牧 を して い る。 ジ ョ ロフ地 方 内部 と い う点 で は 同 じで あ る が キ ャ ンプ 地 は そ

れ ぞ れ に異 な って い る。 そ れ に対 しMboussoob6の 人 々は1人 の女 性 を 除 き 総 て が

Kaolackに 向 って い る。 彼 らはKaolackで は皆 か た ま って 同 じ場 所 に キ ャ ンプ を

作 って い る。 ま たMbar,及 びNelbiの 人 々 は キ ャ ンプ地 そ の もの には 違 い が あ る が,

そ れ で も皆Baol地 方 に移 牧 して い る とい う点 で一 致 して い る。

　 さて,Nguely,　 Deykwotの2村 に つ いて み る と,こ れ ら2村 と もに1930年 以 降設

置 され た 深 さ30m以 上 の 深 井 戸 を も って は い る が,デ ィー ゼ ル ・エ ンジ ンに よ る揚

水 ポ ンプ は も って い な い。 深 井戸 で の水 汲 み は,特 に家 畜 を た くさん も ってい る人 々

に と って は大 変 重 労働 であ る。 この 二 つ の村 の入 々が ジ ョ ロフ 地 方 内で 移 牧 し た 場

所,Lind6,　 Sangu6,　 Tiel,　Gassaneに は総 て デ ィーゼ ル ・エ ン ジ ンに よ る揚 水 ポ ン

プ,及 び 家 畜 の 水 飲 み場 が あ る。Lool-Loolに だ け は深 井 戸 しか な い。 こ うい った 場

所 に キ ャ ンプ す る人 々 に なぜ この 場所 を移 牧 地 と して選 んだ か を 尋 ね る と,多 くの 人

は,ま ず 井戸 の水 汲 み の苦 痛 か ら解 放 され るた め だ とい う。 彼 らに と って は家 畜 の 水

飲 み 場 が あ ると い う ことが そ こに移 牧 す る第 一 の 理 由 に な って い るの で あ る。 同 じジ

ョロ フ地 方 内部 で あ る か ら移 牧 した先 の場 所 に も フル ベ族 が 多 くす む 。Lind6,及 び

17)以 下,地 名表 記 につ いて は セ ネ ガル で行 政的 に採用 して い る表 記 法 に従 う。Nguelyと 表 記

　 されて い るの は実 際 に は[geeti]と 発 音 さ れ る。　Mboussoob6は[busoo69]と 発音 され る。
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村 名
個人,年 令

Nguely 

 A, 34 
 B, 38 

 C, 50 

 D, 30 

 E, 40 

 F, 42 
 G, 47 

 Mboussoobe 

 A, 70 

 B, 48 

 C, ? 

 D, 48 

 E, 35 

 F, 30 

 G, 20 

 H, 45 

 r,  55 

 J, 18 

 K, 57 
  L,  .60

移 牧 地

Siilat 

Linde 

 Sangue 

Mbar 

 Sangue 

 Guinguinec 

 Tiel 

Kaolack 

Kaolack 

Touba 

Kaolack 

Kaolack 

Kaolack 

Kaolack 

Kaolack 

Kaolack 

Kaolack 

Kaolack 

Kaolack

表4五 つ の 村 に つ い て の 移 牧 の 形 態

地 方

Jolof 

Jolof 
Jolof 

Sine-Saloum 

Jolof 
Sine-Saloum 

Jolof 

Sine-Saloum 

Sine-Saloum 

Baol 

Sine-Saloum 

Sine-Saloum 

Sine-Saloum 

Sine-Saloum 

Sine-Saloum 

 Sine-Saloum 

Sine-Saloum 

 Sine-Saloum 
 Sine-Saloum

伴なつた家族

妻1

妻1,子 供3

妻 ユ,子 供4

3人 の 妻 の うち第

2妻,子 供2

妻1,子 供2

母,妻2,子 供2

妻1

妻1

'妻1
,弟2,妹 ユ

2人 の妻 の うち第

2妻,子 供1

妻1

妻1,子 供3,長

男 の妻1

妻1,子 供1

妻1,子 供2'

経済活動
の 内 容

sardi

の有 無
備 考

SiilatはTie1か ら4kmの 場 所

sardiの 給料10,000フ ラ ンCFA/月

弟 の息 子が そ の妻2人 と村 に残 って い る た め
curaadi34頭 を残 す。 一

Bの 妻である。夫 とは別 に1人 で,ウ シ1頭 を伴な
い移牧。'

既婚 の女性 。夫 は村 に残 る。Gは 自分の ウシ2頭 を伴
ない移牧。,・

未婚男子。両親,兄 は村 に残 る。Jは 自分の ウシ2
頭を伴な い移牧。

母が村 に残 っているが,curaadi残 さず。

女性。夫 は死亡。自分の ウシ1頭 を伴ない移牧。,



①
零

Deykwot

A,62

B,62

C,60

D,45

E,53

F,66

G,50

H,50

Mbar

A,68

B,41

C,50

D,48

E,'40

Nelbi

A,68

B,60

C,5Q

D,42

E,'28

F,50

G,20

H,57

Ndulo'

Sangue

Gassane

Loo1-Lool

Kolbbane

Athiou

Mbacke

Mbacke

Missira

Missira

Thiamene

Kawsara

Missira

Mbiraan

Mbiraan

Missira

Mlssira

Missira

Mbiraan

Mlssira

Saambe

Baol 

 Jolof 
Jolof 

Jolof 
Sine-Saloum 

Sine-Saloum 
 Baol 

Baol

Baol 

Baol 

Baol 

Baol 

Baol

Baol 

Baol 

Baol 

Baol 

Baol 

Baol 

Baol 

Baol

妻2,子 供5

妻1,子 供3

妻1,・ 子 供5

妻2,子 供2

妻1,子 供3

妻3,子 供2

妻1,子 供5

妻1,子 供4

妻1,子 供2

妻1,子 供4

妻1,子 供6

妻1,子 供7

母,妻1,子 供2

妻2,子 供9

妻1,子 供5

妻2,子 供3

妻1,子 供4

妻1,子 供1

妻3,子 供5

母,妻1,子 供2

妻2,子 供6

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

　 Kolobane,　 Athiouと もKaolackに 近 い

}　 ウォロフ族 の村

母が村に残 ってい るが`μ㎜ 漉 残 さず。
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　　 　　 　　　 　 図7　 主 要 都 市,お よび 道 路 と移 牧 の 経路

G:Nguely,　 D:Deykwot,　 M:Mboussoobe,　 N:Nelbi,　 Mb:Mbarを 示 ザ 。
Mか らの 　 　 ○ 　 　 はMboussobeか らKaolackへ の 移 動 の経 路 と停

泊 地 を示 す 。

図8　 セネガル 全土 と ジェンゲルベ ・グル ープ の 移牧地

　　　1・が ジョロフ(Jolof)地 方
　　　 2・は シン ・サル ム(Sine-Saloum)地 方

　　　 3.は バオル(Baol)地 方　　　　　　　　　〔概略〕

　　　注　1・,3.は かつてあ った王 国の呼称に もとつ く名

　　　　　 称 で,現 在の行政区割 による区域 とは異な る。
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Gassaneに は ウ ォ ロ フ 族 も多 く住 ん で い る が,そ の他 の村 で は ほ とん ど フル ベ 族 の

み で あ る。 この事 実 と 「経済 活動 の内 容 」 とは対 応 を 示 して い る。つ ま り,同 じフル

ベ族 が 住 ん で い る村 の 近 くに キ ャ ンプ して い る人 々に と って は村 の住 人 自体 が 自分 達

と同 じ牧 畜 民 な ので あ るか ら一 切 の交 換 形 態 は成 り立 た ない 。 ウ ォ ロ フ族 も多 く住 む

Linde,　 Gassaneを 除 い て総 て 一で あ る。 農 産物,茶,砂 糖 な ど の必 需 食 品 につ い て

は ウ シを売 って得 た金 で 買 う しか な い。 彼 らは時 々,Linguere,　 Dahraな どの 町 ま

で 出 て ウ シを売 り,必 需 品 を 買 う。 ウシ の値 段 は性 別,年 令 に よ って,ま た仲 介 人 と

の 交渉 の仕 方 次第 で変 るが,オ ス2才 ウシで20,000フ ラ ンCFA前 後,メ ス成 ウ シで

40,000～50,000フ ラ ンCFA,十 分 ふ と った去 勢 ウ シは80,000フ ラ ンCFAを こえ る。

穀物 の値 段 は 市 場 価格 で トウ ジ ンビェ100kgの1袋 が4,500フ ラ ンCFA,米 は1褻'

(100kg)9,000フ ラ ンCFAで あ る。 また 嗜 好 品 で は あ る が 日常 の生 活 に欠 かせ な い

茶 は1009で250フ ラ ンCFA,砂 糖 はlkgが450フ ラ ンCFAで あ る(1980年2月

の 時点)。 トウジ ン ビエは 妻1人 が毎 日3～4kgを 料 理 し,茶1009,砂 糖lkgは 家

族 が2～3日 で 消 費 して しま う18)。

　 さてNguely,　 Deykwotの2村 につ い てsardiを 雇 って い る のはNguelyのBだ

けで あ る。 彼 は 自分 の ウ シ,ヒ ツ ジ,ヤ ギ の ほか,父 の ウ シ も一 緒 に移 牧 に出 して お

り,ウ シは全 部 で 約120頭 をつ れ て い る。 村 で乾 季 を 過 ごす 父 の もと には 牝 ウ シ4頭

だ けを残 した。 彼 は移 牧 先 の キ ャ ンプ で は モ ー リタニ ア 人 のsardiを 雇 って お り,

sardiに は月10,000フ ラ ンCFAの 給 料 を 払 って い る。 給 料 の 他,　sardiの 食 事,茶 代

は 総 てBの 負 担 で あ る。 か つ て はsardiを 雇 った場 合,食 事,茶 は雇 用 主 の 負担 で あ

る こ とは 現在 と変 りが な い が給 料 は一 切 支 払 わ れ なか った 。 そ の代 り,乾 季 が 終 り雇

用 契 約 が 終 りに な った 時点 で メ ス の2才 ウ シを1頭 与 え る とい う形 が 多 か った が,現

在 この よ うな報 酬 方 法 はす た れ た よ うで 総 て は月 給 払 い に な って い る 。

　 次 に,Mboussoob6の 人 々に つ いて み て み よ う。 この村 の人 々は1人 の女 性 を 除 い

て すべ てKaolackに 移 牧 して い る。　Kaolackは 人 口5万 人 を 越 え る大 き な都 市 で あ

る 。Sine-Saloum地 方 は セ ネガル の 中 で も も っと も多 く落 花 生 を産 し,そ の中 心 都

市Kaolackは 落 花 生 の 集 荷 地 と して 重 要 な 役 割 を果 た して い る。 そ の ほか 入 江 にな

った 海 岸部 で は 塩 田 に よ る製 塩 もお こな わ れて い る。 住 民 は そ の ほ とん どが ウ ォ ロフ

族 で あ る。Kaolackに 移 牧 したMboussoob6の 人 々につ い て 「経 済 活 動 の 内容 」 の

項 を み る と総 て 一で あ る。 つ ま り,フ ル ベ族 は ウ ォロ フ族 の 畑 に ウシ の糞 に よる施 肥

18)茶,砂 糖の摂取量 は牧畜民の生活が激 しい肉体疲労を伴な うものであることを考慮 して も過

　大 であると思われる。朝,昼,夜 と茶 をつ くる上,客 があるたびに茶をつ くる。砂糖の過剰摂

　取 は健康上も良い とは思えない し,茶,砂 糖代 が家計に占める割合 は大変大 きい。
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を す る こと もな く,ま た 牛乳 と農 産 物 の 直接 的交 換 も一 切 な されて いな い 。 フル ベ族

はKaolackの 街 の 外 の荒 れ た野 原 で 家 畜 の飼 料 を 得,水 に 関 して は浅 井戸 を 掘 る。

ジ ョロ フ地 方 か らず っ と南下 した この地 方 は サ ヘ ル気 候 帯 か らス ー ダ ン気 候 帯 に はい

って お り,し た が っ て乾 季 の 間 も枯 草 で はあ るが 牧草 は多 く,ま たAcacia　 albidα な

ど マ メ科 アカ シア属 の植 物 で 乾 季 に豊 富 な実 を つ け る植 物 が 多 く,そ れ らの実 を 爽 ご

と与 え て 飼 料 と して い る。 また 浅 井戸 も乾 季 の全 期 間 を通 して 水 が得 られ る。

「sardiの 有 無 」 につ いて み る とMboussoob6か らKaolackに 行 った 人 は総 て の

人 がsardiを 雇 って い る。 しか し,こ れ は各 個 人 が1人 のsardiを 雇 って い る ので は

な い。Mboussoob6か らの 人 が皆 で 金 を 出 しあ って1人 のsardiを 雇 って い る ので あ

る。 この場 合,sardiと して は トゥクル ー ル族 の男 を 雇 って い るが,フ ル ベ族 の各 家

長 は ウ シ1頭 につ き毎 月100フ ラ ンCFAをsardiに 払 う。sardiはMboussoob6か ら

来 た 人総 て の ウ シを ひ とつ の群 に ま とめ て管 理 して い るの で あ る。 この よ う に ジ ョロ

フ地 方 か ら遠 く離 れ たKaolackに 移牧 す る場 合,同 じ村 か らの人 々は ま とま って キ

ャンプ を形 成 し,し か もsardiも 皆 で1人 を雇 う とい う よ うな形 を と って お り,共 同

体 意 識 が 表面 に 出 て い る とい って よ いだ ろ う。sardiを 雇 う こと に よ って フル ベ 族 自

身 は放 牧管 理 の労 働 か ら解 放 され る。 彼 らは 午前 中,浅 井 戸 で の水 汲 み に従 事 し,家

畜 をsardiに 手 渡 した後,午 後 はKaolackの 街 に 出て 牛 乳 の販 売 にあ た る。 木 の 容

器(la'al/le'e)に 酸 乳(kosam　 kaadum)を 入 れ,ウ ォ ロフ族 の 家 々を 回 って 売 るか,あ

る い は市 場 に て売 る。 小 さ な ヒ ョウタ ンを縦 に二 つ 割 に した杓 子(korel/horofi)(約1/

101入 り)1杯 で25フ ラ ンCFAが 普 通 価 格 で あ る。 牛 乳 販 売 の収 入だ け で は生 計 が

な り立 た ない の で,多 くの入 は 乾 季 の 間 に ウ シを売 る6

　 さてMboussoob6のC,　 G,　Lは と もに女 性 で あ る。　CはBの 妻 で あ る。　B自 身

はKaolackに 移 牧 して い るの にCは た った1頭 の ウシ をつ れ てToubaに 移 牧 して

い る。

　 Gに つ いて み る と夫 は家 畜 の大 半 と と もにMboussoob6に 残 って い るが,　Gだ け

が 自分 自身 に属 す る ウ シ2頭 を伴 な って移 牧 に 出た 。

　 Lは60才 と高 齢 で あ る。 夫 はす で に死 亡 して い る。 息 子夫 婦 は移 牧 に 出 ず村 に残 っ

て い る。Lは 自分 の ウ シた だ1頭 を つ れ てKaolackに 来 て い るの で あ る。 この よ う

に女 性 が 単 独 セ少 数 の ウ シをつ れ て移 牧 す る場 合,牛 乳 を売 って現 金 を 得 られ る と こ

ろ とい うの が 最低 の条 件 で あ り,し た が ってKaolackの よ うな都 市 に 向 う こ とに な

る。 また,彼 女 らは販 売 用 の牛 乳 量 を 少 しで も増 や す た め 安 い粉 乳 を 買 い,お お め の

水 で とい て 生 乳 に まぜ,つ ま り水 増 し した 後,酸 乳 に して 売 る とい う。 更 に こ う して
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女性が単独で移牧に出る場合,翌 年の雨季に村に帰る時は何 らかの現金をもって帰る

ことが期待されている。その期待にそえるようにするため彼女 らは移牧地で売春をす

ることがあるということも聞いた。

Mbar,お よ びNelbiの2村 の 人 々は総 てBao1地 方 の村 々 に移 牧 して い る。 この

表 に示 され たMissira,　 Thiamさne,　 Kawsara,　 Mbiraan,　 Saamb6　 一と い った 村 々は

総 て ウ ォ ロ フ族 を 中 心 と した 人 口1,000人 以 下 の もので あ る。 これ らの村 々に移 牧 し

た人kはMbarのCを 除 い て 総 て の 人 が ウ オ ロフ確 と完 全 な 交 換形 態 を成 立 させ て

い る。 また,sardiを 雇 って い る人 は}人 もお らず,総 て 自分 達 自 身 で家 畜管 理 して

い る。

以 上,表4に つ い て述 べ て きた19)こ とか ら結 論 と して 次 の ことが い え る。

① 　 ジ ョロ フ地方 の フル ベ族 が 乾 季 の 移牧 に 向 う場 所 は大 別 す る と三 つ の地 域 に わ

け られ る。(a)　 ジ ョ ロフ地 方 内 部 の フル ベ族,あ る いは ウ ォ ロ フ族 の住 む 村 周 辺,

(b)Kaolackを 中心 と したSine-Saloum地 方 の 大都 市 周 辺,(c)Bao1地 方 の ウ

ォnフ 族 が多 く住 む 村 々(図8参 照)。

② 　 移 牧 にむ か う場 所 と,そ こ で な され る経 済 活 動 の聞 に は密 接 な 関 連 が あ る。

　上記②についてより詳しく記すと次のことがいえよう。

　ジョロフ地方内部で移牧をおこなう人々は同地方内部にはフルベ族の村が多いこと

から,農 耕民ウ ォロフ族と何らかの形で交換をすることはもともと求 めて はお らず

「自給串足」の生活を している。移牲はしたがって農耕民との間に相補的な関係を結

ぶためというような性格は全くなく,牛 乳は自分達で消費し,穀 物,茶,砂 糖などの

需要についてはウシを売ることによって解決 している。

　自分達の村から200kmも 南下したKaolackの ような大都会に移牧する人 々は皆

で結束する傾向がある。 しかしながら牛乳の販売については各個人ばらばらに市場な

どで売 り,現 金収入を得ている。Kaolac琴 は都会であることからしてウォロフ族と

の間に牧畜民と農耕民との間での相補的交換形態は全 く成立 していない。すべては貨

幣経済という大きな枠の中での循環である。ジョロフ地方内部で移牧する入々はまず

19)1980年 の2月 の時点において,表4に 示 した人 々の他に,Nguelyに つ いて は も う一人,

　Mboussoob6に ついてはさ らにあと二人の人 々が移牧に出てい るが,こ の人々は他の人 々とは

　少 しく異な つた移牧の形 をとっている。'詳しい説明が必要と思われるので,本 稿 の考察か らは

　除外 し,別 稿にて事例報 告と して発表す るつ もりであ る。
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近代的な家畜の水飲み設備を求めているのに対し,Kaolackと いう都会に来た人 々は

逆に浅井戸を掘って家畜のための水を得ている。

　Baol地 方に行 く人々は現金を求めるための移牧ではなく農耕民との関係を密にす

るための移牧といえる。彼 らはウォロフ族の畑を通 して家畜の飼料を得,見 かえりに

その畑に施肥をし,更 に牛乳と トウジンビエの交換をおこなっている。このように農

耕民との直接の交換経済を成立させている人々はその関係を長年にわたって維持して

おり,毎 年同 じウォロフ族の村に移牧し,そ の関係はしば しば父子代々におよぶもの

になっている。逆にジョロフ地方内部での移牧をおこなう人々はその年の牧草(枯草)

の量の多寡によってかなり自由に移牧場所を変えている。ウォロフ族との交換経済で

はあるが直接の交換ではなく貨幣経済というより大きな枠の中で交換を成立させよう

という人々はKaolackな どの大都市に移牧 している。

VL考 察一 結論にかえて

　本稿ではセネガルの半乾燥地域,サ ヘルにおいて季節的移牧をする牧畜民フルベ族,

ジェンゲルベ ・グループの人々についてその自然環境について記 し,彼 らがおこなう

農耕と牧畜の形態について記 してきた。

　 ここで もういちどRuddle論 文[RuDDLE　 1979]に もどり,　Ruddleが 指摘 した

乾燥地域における牧畜民をとりまく問題点を再検討 し,本 稿で記 したジェンゲルベ ・

グループについて考察を加えたい。

　 Ruddleが 指摘した主な問題点は次の通 りである。

　まず,Ruddleは 乾燥,あ るいは半乾燥地域における環境悪化の基本的な要因は世

界の人口が急増していることにあるとし,更 に,経 済発展の結果として現金経済があ

らゆる地域に導入されている.ことで状況は一層牧畜民に不利になっていることを述べ

る。このような基本的状況の中で世界の多くの地域で砂漠化,desertificationが 急速

に進行 していることによって問題は一層悪化 している。そして,こ の砂漠化は気候条

件によるというよりも人間が自然の再生可能な資源を誤って使用 していることに帰因

しているとする。その主要な例は次の通 りである。

　①　灌漑農耕を本来それが不適当な地域でおこなおうとしているとと。

　②　不適当な灌瀧技術を用いていること～ および灌灘耕地の管理の誤り。

　③ 降雨に依存する農耕を本来それが不適当な土地でおこな っていること。

　④OVergraZing(そ れに加えるに旱魅),お よび,そ れにもとつ く牧草地の劣悪化。
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　 ⑤ 燃 料 用 と して 木 を 伐 る こ と。

　 ⑥ 野 生 獣,特 に 草食 獣 が減 少 して い る こと[RuDDLE　 1979:823]。

　 上 記 の 問題 につ い てRuddleは 詳述 し,さ らに具 体 的 な解 決策 を示 唆 して い るの で

あ るが,ジ ェ ンゲ ル ベ ・グ ル ー プ につ い て い え ば,③,④;⑤,⑥,特 に③,④ が 重

要 な 問題 に な って い る と思 わ れ る。 以 下,ジ ョ ロフ地 方 へ の 農耕 民 の進 出 の問 題,お

よび,overgrazingに つ い て考 え て みた い 。

　 1.ジョロフ 地 方 へ の 農 耕 民 の 進 出

　 ジ ョロ フ地 方 は第 皿章 で 記 した通 りサ ヘル 型気 候帯 に位 置 し,年 間 の 降 雨量 は 多 い

年 で500～600mm前 後)・少 な い年 に は300　 mm前 後 しか な く,時 間 的 に も空 間 的

に も大 変 不 安定 で あ る。 土 質 の 面 か ら も砂 の 多 い 土地 で あ り,決 して 農 耕 に適 した 土

地 で あ る とは い え な い。 土 質,降 雨 量 と い う二 つ の点 か ら して本 来 農 耕 には 不 適 当 と

思 わ れ る この地 方 に特 に今 世 紀 初 頭 以 降,農 耕 民 ウ ォ ロ フ族 が多 く進 出 して きた の は

どの よ うな理 由 に もと つ くので あ ろ うか 。

　 まず 一 般 的 に 言 え る こと と して 牧 畜 民 よ り も農 耕 民 の 方 が 人 口増 加 率 が 高 い と い う

点 を指 摘 して お か ね ば な るま い。

　 Ruddleも わ ず か に 指摘 して い る[RuDDLE　 1979:834】 が,　Swiftは ア フ リカ の

サ ヘル 地 域 に お け る人 口調 査 が難 しい こ とを 強 調 しな が ら も,牧 畜民 に お け る人 口増

加 率 は 農耕 民 社 会 にお け るそ れ よ り も一 般 に 半 分 以上 も低 い こ とを統 計 に も とづ き述

べ て い る。 ちな み にい くつ かの 例 を み て み る に,ニ ジ ェー ～レ共 和 国 におい て 遊牧 形 態

を維 持 して い る フル ベ族 の一 グル ープ,Bororoで は人 口の 自然 増加 率 は11%・,半 農

半 牧 のFarfaruで は23%・ で あ り,遊 牧 を す る トゥア レグ族 で は11%・,そ れ に対 し,

か つ て トゥア レグ族 の奴 隷 で あ り,現 在 は定 着 農 耕 を して い るブ ズ族 で は35%・ と3倍

以 上 の数 値 を示 して い る[SwIFT　 l977:465]。

　 セ ネ ガル につ い て み る と,主 に農 耕 を 中 心 とす る人 々が 住 む 地 域 で の人 口 自 然 増加

率 が23%・で あ るの に対 し,牧 畜 をす る モー ル族 の増 加 率 は11%・で あ る。 ま た,カ メ ル

ー ンにつ いて み る と国全 体 で の人 口増 加 率 が19%・ で あ るの に対 し,ア ダ マ ワ地 区 に 住

む 牧 畜 民 フ ル ベ族 の そ れ は7%・ にす ぎ ない 。 マ リ国 につ いて だ けは 農 耕民 が多 く住 む

地 域 で の人 口増 加 率13%・ に対 し,牧 畜 民 フル ベ 族 の そ れ が16%・ と逆 の 傾 向 を示 して い

る[SwlFT　 1977:466]。

　 Swiftは 更 に,ニ ジ ェ ール 国 に つ いて 牧 畜 民 社 会(フ ル ベ族,ト ゥア レ グ族)に お

いて は子 供 を1人 も生 ま な い ま ま 出産 可能 期 を終 え る女 性 の 数 が農 耕 民 社 会 に お け る
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そ れ よ り も多 い ことを 記 し,ま た,ア フ リカ で は一 般 に女 性 の 数 が男 性 の 数 を 上 回 る

の に 対 し遊 牧 民 社 会 で は 逆 で あ る こ と も示 して い る[SWIFT　 1977:467]。

　 これ まで の 伝統 的 な見 方 か らす れ ば牧 畜 民 は 農 耕民 よ り も健 康 で あ った と いえ る。

農 耕 民 に 比 べ た 場合,牧 畜 民 は3倍 か ら4倍 も多 くの タ ンパ ク質 を摂 取 して しYこよ う

で あ る し,ま た,広 い地 域 に分 散 して 住 ん で い ると い う人 口密 度 の 低 さか ら,伝 染 病

が 蔓 延 す る危 険度 も少 なか った か らで あ る[RuDDLE　 l979:833-834]。

　 と こ ろが 現 在,世 界 の経 済 発展 が強 力 に推 進 され て い る 中で マ ー ジナ ル な領 域 で 生

業 を 営 む 牧 畜民 は 中央 行 政 府 か らの諸 施 策か ら も と り残 され る傾 向 が あ り,食 糧 事 情

の劣 悪 化,水 の不 足 に よ る衛生 設 備 の悪 さ,そ れ に もとつ く病 気 の 蔓延,予 防 衛 生 施

設 の 不 足 な ど に よ り健 康 状 態 は大 変 悪 くな って い る。 セ ネ ガル で 特 に 眼 につ く病 気 は

住 血 吸 虫 症,ト ラ コー マ,梅 毒 な どで あ る。 特 に梅 毒 に つ い て,そ の 症状 は フル ベ語

で はsitiと よ ば れて お り,[BA　 l977:117],　 Retel=上aurentinの 報 告 に よ る と フル

ベ族 の40%の 人 々が 梅毒 に かか って い る とい う[RETEL-LAuRENTIN　 l974:58]20)・

　次 に セ ネガ ル につ い て特 殊 的 にい え る こと と して イ ス ラム 教 の一 分 派 と して セ ネガ

ル で生 れ,短 期 間 の う ちに驚 異 的 な発 展 拡 大 を と げ た ム ー リ ッ ド,Mouride21》 派(P

躍 進 を あ げ な けれ ば な らな い。

　一 般 に黒 ア フ リカ の イ ス ラム教 にみ られ る特 質 と して,導 師,marabout22)個 人へ

の 帰依,な い しは全 的奉 仕 とい う傾 向 が強 くみ られ る とい わ れ る 。この こと をMonteil

は 「マ ラ ブー 現 象」,ph6nomさne　 maraboutiqueと し、い[MoNTEIL　 l966b:159],

Syは 「死 者 が 死 体洗 浄 者 の手 に完 全 に 身 を任 す よ う に」弟 子 も導 師 に精 神 的 に も肉体

的 に も完全 に一 体 化 す る,と い う表 現 を して い る[SY　 l969:135]。 ム ー リ ッ ド派

には この傾 向 が特 に顕 著 に み られ,そ の 創 始者 ア ー マ ド ・バ ンパ,Amadou　 Bamba

(1850-1927),お よ び それ 以 後,Bamba家 の血 筋 の者 が な る導 師 へ の絶 対 服 従 と奉

仕 の 精 神 が 強 くあ らわれ て い る 。

　 ム ー リ ッ ドとい う言 葉 自体 は ア ラ ビア語 のmurfd,つ ま り,「 志 願 者,修 練 者 」 を意

20)カ メル ー ンの フル ベ族 につ い てRetel-Laurentinは75%の 人 々が梅 毒 にか か って い る ことを

　記 して い る[RETEL-LAuRENTIN　 1974:57]。

21)以 下,ム ー リッ ド派 に 関す る記 述 に際 す る筆 記法 につ い て は フ ラ ンス語 の文献 にみ られ る筆

　記 法 に準 ず る。　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 、-

22)Maraboutと い う言葉 は イス ラム教 の導 師を 表わ す もの と して セネ ガル で も広 く使 わ れ て い

　 るの みな らず フ ラン ス語 に も と り入 れ られて い る。 も と も とは北 アフ リカ のア ラ ビァ語 方 言で

　 at-Mura"bit,つ ま りAlmoravideを 表 わす 語 のr般 的 な言 い方,魏 γ6うo彦が な ま った もの といわ

　 れ る[MoNTEIL　 l　966b:1601。 ウ ォ ロ フ語 で は5ρ痂 とい わ れ るの が 普通 で あ り・ フル ベ 族 は

　 一 般 にceernoと い って い る。
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味 す る言葉 か ら来 て い る とい わ れ る[MONTEIL　 1966b:178]。

　 1850年 頃 生 れ た とさ れ るAmadou　 Bambaは19世 紀 末,イ ス ラム 教 の導 師 と して,

当時 の フ ラ ンス 植 民地 行 政 府 の政 策 に 対 して宗 教 と ナ シ ョナ リズ ムを か らみ あ わ せ た

よ うな教 えを 説 き多 くの 民 衆 の 支 持 を得 る よ うに な った 。 植民 地 行 政 府 はAmadou

Bambaの 存 在 を危 険 な もの とみ な し彼 を ガ ボ ン 国 に強 制 的 に 移 し た(1895年 か ら

1902年 ま で)が,こ の 流 刑 は 後 に セ ネガ ル 民 衆 の 中で イ ス ラ ム教 の創 始 者 マ ホ メ ッ ト

の 遷 都 に た とえ られ る よ う に な る。 セ ネガ ル に帰 国 を許 可 され て 後 も しば ら く は 不

遇 な処 置 を 受 けて い る が,1912年 に ジ ョロ フ地 方 とバ オル,Baol地 方 の 境界 に近 い

Diourbelに 居 を定 め,「 現 世 で の救 済 は 労 働 に あ り」 と い う こ とを表 面 に 出 して 以 来,

植 民 地 行 政 府 の 意 向 と合 致 し,そ の後 飛 躍 的 な発 展 を と げ る にい た った。

　 Syの 記 述 に した が って述 べ る と,　Bambaは 現 世 の利 益 を 完全 に放 棄 し,真 の 幸 福

は存 在 を忘 れ る こと に あ る と述 べ,「 忍 耐強 く空 腹 に耐 え,着 る もの は華 美 に な らな い

よ う」 と説 くが,同 時 に,こ の よ うな 自 己放 棄 は一 般 の 人 々に は 困難 で あ る こ とを認 め,

そ こか ら転 じて 労 働 が 救 い と な る こ とを 説 く。人 間 は瞑 想 だ けで は生 き る こ と が で

き な い こ とを 認 め,そ こか ら労 働 が 祈 りの一 部 で あ る と説 い た ので あ る[SY　 1969;

138]。Syは この辺 の状 況 を 「Bambaは 瞑 想的 禁 欲 主 義 の 伝統 を受 け継 ぎ なが ら,

そ の教 え を 当時 の民 衆 の物 質 的欲 望 に うま く結 び つ け た ので あ る」[SY　 1969:140-

141]と 表 現 して い る。

　 Bambaは こ う して 労 働 を 称賛 した上 で 具 体 的 に はdaar4と よば れ る農 業共 同 体 を

い くつ も設 置 し,新 しい 土地 を 開墾 させ,そ の 共 同体 員 か らはr人,一 年 に140フ ラ

ンCFAの 施 しを ム ー リ ッ ド派 本 部 にお さめ させ る と 同時 に,一 週 間 に一 日(水 曜

日)は ム ー リッ ド派 の た め の 耕 作地 を耕 す よ うに 指導 した。 ムー リ ッ ドに帰 依 した人

々に と って は現 世 で の 労 働 が 来 世 で の救 済 につ なが る もの で あ る・ も と も とム ー リッ

ド派 は農 耕 民 ウ ォ ロ フ族 の 間 に生 れ,発 展 した の で あ るが,上 記 の よ うな 具 体 的 な

教 義 が示 され て 以 来,Bao1地 方,　Sine。Saloum地 方,そ して ジ ョ ロフ地 方 へ と飛 躍

的 な 開墾 が な され た の で あ る。 そ して,1913年 以 降 ム ー リッ ド派 が落 花 生 栽 培 のた め

に 耕 地 を広 げ た こ とは 当 時,セ ネ ガル を一 次 資 源(落 花 生)供 給 圏 と して 開 発 しよ

う と して い た フ ラ ンス植 民 地 行 政 府 の 意 向 と合 致 して い た の で あ る[c£SY　 1969:

152-153]o

　 ム ー リ ッ ド派 の 発 展 に伴 な い耕 地 が どの よ うに拡 大 した か,Monteilが 示 した 図 を

転 用 して お く(図9)。 こ う して 牧 畜 を主 とす る フル ベ 族 は 追 われ,ジ ョロ フ地 方 の

更 に 東,・半 砂 漠 のFerloに 追 い こまれ て い った の で あ る。　Syは ム ー リッ ド派 の ウ ォ
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1913年 に おけ るムー リッ ド派 の分布

1952年 に おけ るムー リッ ド派 の分 布

1952年 、ムー リッ ド派 の耕作地

1925年 に落花生 が生産 されて いた地域

図9　 ム ー リ ッ ド派 の 耕 地 拡 大 を 示 す 図

　 　 　 [MoNTEIL　 1966b:198]の 図を 転 用

ロ ブ族 に追 わ れ た フ ル ベ族 が 武 器 を も って抵 抗 し,多 くの 死 者 を 出 した例 を 記 して い

る[SY　 1969:155-163]。 ム ー リッ ド派 の 農耕 民 は また,耕 作 地 の休 閑 とい う こと

を 知 らず,そ れ が耕 地 の拡 大 に一 層 の拍 車 をか けた と もい わ れ る[SY　 l969:164]。

2.overgrazingと 牧 草 地 の 劣 悪 化

　 第 皿章,3に お い て,ジ ョロ フ地 方 の フル ベ 族 にあ って は個 人 が所 有 す る家 畜 数 は

か つ て に 比 して増 えて い る こ とを 記 した が,overgrazingを お こ して い る か,　 over-
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grazingが 生 じているとすればどの程度緊急な問題になっているかについて筆者は正

確な資料をもっていない。ただ,1948年 以降,時 のフランス植民地行政府の牧畜民定

着化政策の一環としてジョロフ地方の各地の村に設置された動力ポンプ付きの水飲み

施設が30年 を経過 した現在,逆 に牧草の劣悪化をひきおこしていることを記 しておこ

う。

　本稿では詳説しなかったが深井戸でッルベを用いて水を汲み,数 多くの家畜に水を

飲ませるのは多大の肉体疲労を伴なう重労働である。1948年 以来,ジ ョロフ地方の各

地に動力ポンプ付きの水飲み場が設置されたことでその周辺に住む牧畜民の労働はか

なり軽減されたことは確かである。そのことは雨季あけか ら乾季にかけて家畜に与え

る水が緊急の問題となる頃,水 飲み場か ら15～20kmぐ らいの範囲に住んでいるフ

ルベ族の人々は距離を厭わず家畜を水飲み場にむかわせることにはっきり読みとれる。

揚水のためのボー リングは大変深 くなされており,浅 い もので200m,深 いものは

300mを 超えている。

　 水 飲 み 場 の ポ ンプ は デ ィーゼ ル ・エ ンジ ン用 の 重 油 が確 実 に供 給 され さえす れ ば家

畜 へ の 水 とい う問 題 は解 決 す る。水 を求 めて 多 くの 家 畜が 水 飲 み 場 に集 中す る 。 そ こ

に集 め られ る家 畜 は ウ シだ けで も毎 日数 千 頭 とい う単 位 で あ る。 そ の家 畜 が集 中 的 に

水 飲 み 場 近 辺 の 牧 草 を 食べ る 。その た め 水 飲 み場 か ら半 径10～15kmの 範 囲 に つ い て

overgrazingに よ る牧 草 の劣 悪 化 が起 って い る とい う。 そ の た め家 畜 に水 飲 み 場 で水

を飲 ませ た 後,今 度 は 逆 に そ こか ら遠 く離 れ た場 所 に つ れ て ゆ き草 を食 べ させ ね ば な

らな い と い う不 合 理 な状 況 が お こ って い る ので あ る[c£SwIFT　 l977:474;RuDDLE

l979:831]。

　本稿ではフルベ族,ジ ェンゲルベ ・グループについて伝統的な生業である牧畜と彼

ら自身がおこなう農耕,お よび農耕民ウォロフ族との関係を考慮 しながらい くつかの

問題点を考察 してきた。牧畜民の研究にあたっては牧畜という生業から生ずる諸特性

だけに着 目するのではな く,農 耕(民)と の関連について考察することも大切である

ことはすでに指摘されている[GuLLIvER　 1952,1954;丹 野　 1980]。 牧畜民といえ

ども乳製品だけで生きているわけでは決してない。彼 らの食生活には穀物 もかなりの

部分を占めている。ジェンゲルベ ・グループの人々が自分達の生業の一部として雨季

の耕作をとり入れたのは 「牧畜民としての堕落」などというものではなく,わ ずかな

降雨を活用し,自 分達で解決しうる範囲で生計維持機構を拡大するという意味で積極

的に評価 されてしかるべきものである。 自給自足しえない部分について,か つ て は
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フルベ族と農耕民ウォロフ族との間に相補的な交換形態が確立していたはずである。

その交換形態は次第に崩れつつある。ジェンゲルベ ・グループの乾季の間の移牧につ

いて検討 した結果わか ったように,あ る人々は今なおウォロフ族との交換形態を維持

しているが,他 の人 々は農耕民との直接的交換よりもより大きな市場経済にくみ こま

れることを志向 している。 しか しながら牧畜民の家畜が売 り渡される時,そ の価格

は市場で販売される食肉価格 に対 して11%に しかならないという報告もされており

[RUDDLE　 1979:837],牧 畜民にとって有利ではない。

　ジョロフ地方では次第に農耕民が増えつつあることを記したが,、このことは耕地の

拡大に伴なう牧草地の減少だけを意味するものではない。貨幣経済の一般化に伴ない

農耕民は耕作のおこなえない乾季の間も現金収入を得るため枯草を大量に刈 り込み,

町部で家畜を飼 うフルベ族に売るという現象 もおきている。 ウォロフ族はロバ,ま た

はウマに荷車をひかせ枯草の多い場所に向い刈 り取る。それをDahra,　 Linguereな

どの町で売るのである。荷車一杯で1,500フ ランCFAか ら3,500フ ランCFAと いう

高値で売 られている。放牧をしている目の前で枯草を刈り込まれても土地の帰属が明

確にされていない以上,・牧畜民としては阻止しようがないのだという。逆に,雨 季,

農耕民の畑にフルベ族の家畜がはいりこみ耕作物を荒 らした りすれば高額の賠賞金を

払わねばならない。

　牧畜民保護の具体的な政策がだされない限 りフルベ族はますます気候条件の劣悪な

地域に追い込まれるか,生 業形態を大きく変えざるを得ない状況に立ちいたることに

なろう。

写真6　 フル ベ族の井戸のす ぐそばを,枯 草を刈 り込んだ

　　　　ウォiiiフ族の荷薦車が通 る。(1980年2月17日 撮

　　　　影　Deykwotに て)

708



小川　 フルベ族の牧畜と農耕をあぐる諸問題

謝 辞

　本稿 のもととな った調査は国際交流i基金,1979年 度の資金援助 によ り可能 となった。 この資金

援助は1979年8月20日 か ら1980年8月19日 までの1年 間に対 して与え られた。残念 なが ら1980年

3月,フ ィール ドにて,セ ネガルでは治療不可能 な病を得,パ リにて手術を受げた後,調 査途 中

であ りなが ら帰国のやむなきに至 った。.国際交流基金には,ま ずその資金援助 に対 して心よ りの

御礼を申 しあげたい。

　 また,病 気 の際には特に人物交流部,派 遣課の皆様,お よび国際交流基金パ リ駐在事務所所長

にほ多大の御心配 と御世話を賜 った。 さらに,在 ダカール 日本大使館館員の皆様には私の病気に

際 して言葉に言い表わせないほどの御配慮 と御親切 を賜 った。本来な らば御名前を記 して御礼 申

しあげ るべきところで あろうが,御 心配下 さった皆 様に心よ りの御礼を申 し上げ る。

　本稿の成立 についてはDr.　Kenneth　 Ruddleの 論文 に負 うところが多い。 また,全 体的な構成 脚

につ いては丹 野正氏の論文 にも多 くの示唆を得てい る。

　本館の竹村卓二教授,垂 水稔助教授,お よび福井勝義助教授 には草稿の段階で御一読 いただ き,

適切な御指摘,御 助言を賜 り,そ れ らを生 かす ことがで きた。福井勝義助教授 はアフリカ出発直

前 のお忙 しい時間を さいて下 さった。

　 やはり本館 の小山修三助教授,端 信行助教授 は図表の作成 にあたって多 くの御教示を して下 さ

った。 また,吉 田集而助手 は植生 に関す る記述 に際 して適切な御教示 を下 さった。植物の同定 に

ついて はセネガル,ダ カール在,黒 アフ リカ基礎研究所(IFAN)のD6partement　 de　Botanique

の皆様 に御協力を得ている。

　 原稿 の印刷 にかかわる こまかな事務 については宇坪直子 さん のお世話をいただいた。

　最後 にな ったが,本 館の梅棹 忠夫 館長,及 び,東 京外国語大学 アジァ ・アフ リカ言語文 化研究

所の富川盛道教授 には私の病気 に際 して大変御心配をいただいたのみならず,常 に暖かい激励を

賜 った。紙面をか りて御礼申 し上げ たい。匿

　 記 して深 く感謝 申 し上げる。

文 献

ADAMS, J. A. et F. BRIGAUD, Cl. CHARREAU, R. FAUCK 
   1965 Connaissance du Sénégal, Fasc. 3, Saint-Louis, Senegal: CRDS. 

BA,  Oumar  . 
   1977 Les Peuls du Djolof (Sénégal). In Oumar Ba, Le Fouta Toro au  Carrefour des Cultures, 

 Paris: L'Harmattan, pp. 114-117. 
BALDE, Mamadou Saliou 

    1975 L'ésclavage et la guerre sainte au  Fuuta-Jalon. In L'Esclavage en Afrique Précoloniale, 
         Presenté par Claude Meillassoux,  Paris  : Maspéro, pp. 183-220. 

BERNUS, Edmond 
   1979 Le contrôle du milieu naturel et du troupeau par les éleveurs Touaregs Saheliens. In 

         Pastoral Production and Society, Cambridge Univ. Press, pp. 67-74. 
BONNET-DUPEYRON, M. F.  • 

   1951 Carte des Bovins. In Cartes de  r  Elevage pour le Sénégal et la Mauritanie, ORSTOM. 
BONTE, Pierre 

    1975 Pasteurs et nomades—L'Exemple de la Mauritanie. In Sécheresse et Famines du Sahel

709



国立民族学博物館研究報告5巻3号

II,  Paris  : Maspéro, pp. 62-86.

DYSON-HUDSON, Neville 

   1966  Karimojone Politics.  Oxford: Clarendon Press.

野澤 謙,谷 泰,佐 藤 俊,山 田信夫,後 藤 晃,福 井勝義

1980「 牧 畜社会研究の諸問題 」『季刊人類学』11(2);3-94。

GOLDSCHMIDT, Walter 

   1979 A General Model for Pastoral Social Systems. In Pastoral Production and Society, 

         Cambridge Univ. Press, pp. 15-27.

GRENIER, Philippe 

   1957 Rapport de Mission dans la Région du Ferlo, Décembre 1956—Mai 1957. Service de 

         l'Hydraulique de l'Afrique Occidentale Française. 

GROSMAIRE 

   1957  Eléments de Politique  Syloo-Pastorale du Sahel  Sénégalais. Fascicule 10.

GULLIVER, P. H. 
   1952 The Karamajong Cluster. Africa  22(1):  1-22. 

   1954 Jie Agriculture. Uganda Journal  18(1): 65-70. 
   1955 The Family Herds. London: Routledge & Kegan Paul Ltd. 

IMANISHI, Kinji 
   1954 Nomadism, an Ecological Interpretation. Silver Jubilee Vol.  Zinbun-Kagaku-Kenkyusho, 

         Kyoto: Kyoto Univ., pp. 466-479.
KAWADA, Junzo 

   1975 Technologie  Voltaïque—Rapport de Mission 1973-1975. Ouagadougou,  Haute-Volta: 
         Musée National.

MONOD, Théodore 
   1975 Introduction. In Théodore Monod (ed.), Les Sociétés Pastorales en Afrique Tropicale, 

         Oxford Univ. Press, pp. 3-98. 
 MONTEIL, Vincent 

   1966a Le Dyolof et Al-Bouri Ndiaye. In Esquisses Sénégalaises, pp. 115-158. 
   1966b Une Confrérie  Musulmane  : Les Mourides du Sénégal. In Esquisses Sénégalaises, 

         pp. 159-202.
中 村和 郎

1980「 ア フ リカ大 陸 の気 候 特 に サヘ ル の砂 漠 化 と関連 して 」rア フ リカ研 究 』19:82-96。

小 川 了

1979a「 西 ア フ リカ収集 調 査 行 か ら」 『国 立民 族 学 博 物館 研 究 報 告』4(2):358-370。

1979b「 ラオ ベ ・フル ベ ・ワ ンバ ー べ」 『民博 通 信 』5:54-61。

1980「 牧 畜 民 フル ベ の生 活 と水 」 『季 刊 民 族 学 』14:48-59.

POUPON, Henri 
   1976 Influence de la sécheresse de l'Année 1972-1973 sur la végétation d'une savane sahéli-

         enne du Ferlo septentrional, Sénégal. In La  Désertification au Sud du Sahara, Colloque 
         de Nouakchotte, 17-19 Décembre 1973, Dakar: NEA, pp. 96-101. 

RETEL-LAURENTIN, Anne 
   1974 Infécondité en Afrique Noire—Maladies et Conséquences Sociales. Paris: Masson et Cie.

 RUDDLE, Kenneth 

   1979 The Crisis in Dryland Pastoral  Economies  : An Essay in Applied Human Ecology.

r国立民族学博物館研究報告』4(4):821-846。

SPOONER, B. 
   1973 The Cultural Ecology of Pastoral Nomads. Addison-Wesley, Modules in Anthropology 

          No. 45.
 SWIFT, Jeremy 

   1975 Une économie nomade sahélienne face à la catastrophe—Les Touareg de l'Adrar des 
         Iforas (Mali). In Sécheresse et Famines du Sahel II, Paris: Maspéro, pp. 87-101. 

 SWIFT, Jeremy

710



小川・・ フルベ族の牧畜'と農耕 をめぐる諸問題

1977 Sahelian  Pastoralists: Underdevelopment, Desertification, and Famine. Annual 
     Review of Anthropology, 6: 457-478.

 SY, Cheikh Tidiane 

   1969 La Confrérie  Sénégalaise des Mourides.  Paris  : Présence Africaine.

丹野　正

　　 1980　 「山地ポコ ットの生態人類学的研究」 『テラ リカ研究』ig:　32-50。
 TOURÉ, Alpha 

   1969 Enquêtes socio-économiques en milieu éleveur. 'Dakar: SERAS et Direction de l'élevage.

梅棹忠夫

　　 1976　 r狩猟と遊牧の世界　　 自然社会の進化一 』講談社。
VALENZA, J. and A. K.  DIALLO 

   1972 Etude des  Pâturages  Naturels du  Nord-Sênégal. IEMVT/LNERV. 
VALLIER 

   1905 Compte-rendu Géographique d'une  r Mission dans le Ferlo. Dakar: Archives Nationales, 
 1G262.

 WILLis, J. C. 
   1966 A Dictionary of the Flowering Plants & Ferns. Seventh ed. Revised by H. K. Airy Shaw. 

         Cambridge Univ. Press.

711


